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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

シ
ン
・
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
全
米
で
上
映
へ
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大
手
書
店
チ
ェ
ー
ン
の
バ
ー

ン
ズ
・
ア
ン
ド
・
ノ
ー
ブ
ル
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
閉
店
し
た
ア
ッ
パ

ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
店
を
新

た
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︵
３
番
街

１
５
５
６
番
地
、
東
87
丁
目
︶

で
７
月
12
日
に
再
オ
ー
プ
ン
す

る
と
発
表
し
た
。 

　

同
社
の
エ
イ
ミ
ー
・
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
副
社
長
に
よ
る

と
、
２
０
０
９
〜
19
年
、
同
社

の
新
規
出
店
舗
数
は
年
間
１
、

２
店
舗
程
度
だ
っ
た
が
、
今
年

は
す
で
に
16
店
舗
が
開
店
し
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ア
ト
ラ
ン
テ

ィ
ッ
ク
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
店
を
含

め
今
年
中
に
さ
ら
に
30
店
舗
を

新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
だ

と
い
う
。
同
新
店
舗
は
、
デ
ュ

ア
ン
・
リ
ー
ド
跡
地
の
築
約

１
０
０
年
の
歴
史
を
思
わ
せ
る

趣
の
ア
ゴ
ラ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

内
で
、
同
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ダ
ウ
ン
ト
氏
は
声
明
で﹁
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
に
閉
店
を

強
い
ら
れ
た
の
は
非
常
に
辛
か

っ
た
。
書
籍
販
売
は
、
ほ
か
の

ど
こ
で
も
な
く
Ｎ
Ｙ
で
再
興
し

て
い
る
。
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

再
開
し
て
い
る
よ
う
に
、
書
店

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
始
め

て
い
る
﹂
と
伝
え
て
い
る
。 

　

ネ
ッ
ト
通
販
や
電
子
書
籍
の

普
及
で
多
く
の
書
店
が
閉
店
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
昨
年
７

月
10
付
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の

記
事
に
よ
る
と
、
米
国
内
で
過

去
数
年
間
に
新
規
オ
ー
プ
ン
し

た
個
人
経
営
の
書
店
は
３
０
０

店
を
越
え
、
今
後
２
年
間
で
さ

ら
に
約
２
０
０
店
舗
が
オ
ー
プ

ン
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
市
内
で
も
、
グ
リ
ー
ン
ポ

イ
ン
ト
の
ボ
デ
ガ
裏
の
隠
れ
家

書
店
や
ベ
ッ
ド
・
ス
タ
イ
の
ビ

ン
テ
ー
ジ
専
門
書
店
な
ど
、
個

性
的
な
独
立
書
店
が
復
活
し

つ
つ
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。 

２
０
０
４
年
に
ノ
リ
ー
タ
地
区

で
開
店
し
た
独
立
系
書
店
﹁
マ

ク
ナ
リ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
﹂
が

５
店
舗
目
、
最
大
規
模
と
な
る

支
店
を
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン

タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
書
籍

の
取
り
揃
え
方
に
個
性
が
あ

り
、文
房
具
が
充
実
し
て
い
る
。

日
系
で
は
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ

店
が
西
41
丁
目
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

パ
ー
ク
に
面
し
た
６
番
街
に
地

下
１
階
地
上
２
階
の
店
舗
を
構

え
て
お
り
、
１
階
は
完
全
に
ア

メ
リ
カ
の
書
籍
だ
け
、
２
階
は

ア
ニ
メ
・
漫
画
専
門
フ
ロ
ア
に

な
っ
て
い
て
ア
メ
リ
カ
人
客
で

連
日
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
で
23
日
、
全
米
劇

場
公
開
に
先
駆
け
て
映
画
﹃
シ

ン
・
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
﹄
の
北
米

プ
レ
ミ
ア
上
映
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
５
月
31
日
︵
水
︶

と
６
月
５
日
︵
月
︶
に
全
米

７
０
０
劇
場
で
上
映
さ
れ
る
。

プ
レ
ミ
ア
上
映
を
見
た
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
の
ダ
リ
オ
さ
ん
︵
35
︶

は
、﹁
最
高
だ
！ 

仮
面
ラ
イ
ダ

ー
を
一
本
の
映
画
に
す
る
の
は

難
し
い
と
思
う
け
ど
、
き
ち
ん

と
映
画
と
し
て
完
成
し
て
い
て

驚
い
た
。
新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
だ
と
信
じ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ま

た
見
た
い
し
原
作
を
お
勧
め
し

た
い
﹂
と
語
っ
た
。
映
像
作
家

の
ハ
ー
ン
さ
ん
︵
27
︶
は
﹁
Ｃ

Ｇ
依
存
を
感
じ
さ
せ
な
い
と
こ

ろ
が
逆
に
リ
ア
ル
で
妙
に
新
鮮

だ
っ
た
﹂
と
感
想
を
話
し
た
。

金
融
関
係
の
シ
ェ
ー
ン
さ
ん

︵
33
︶
は
、﹁
特
に
ア
ク
シ
ョ
ン

シ
ー
ン
が
お
気
に
入
り
だ
﹂
と

話
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
告

知
で
今
回
初
め
て
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
に
足
を
運
ん
だ

が
、
会
員
に
な
り
た
い
と
思
う

ほ
ど
印
象
的
だ
っ
た
と
い
う
。

劇 場 情 報 は ウ ェ ブ サ イ ト https://
www.fathomevents.com/events/
S h i n - K a m e n - R i d e r ? d a t e =
2023-05-31 から ZIP コードで検索
できる。
　ＮＹ市内の劇場は、AMC Empire 
25（ 西 42 丁 目 234 番 地 ）、AMC 
34th Street 14（西 34 丁目 312 番地）、
Regal Union Square ScreenX & 4DX

（ブロードウエー 850 番地）ほか。

米
国
で
書
店
が
復
活

大
手
や
独
立
系
が
続
々
Ｎ
Ｙ
で
再
開
店

ロックフェラーセンターに出店したマクナリー・ジャクソン

５
月
31
日
と
６
月
５
日

全
米
一
挙
７
０
０
館
で
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女
子
版
と
も
い
え
る
。
ジ
ュ

デ
ィ
・
ブ
ル
ー
ム
の
同
名
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
（
１
９
７
０

年
出
版
）
を
原
作
に
小
学
6

年
生
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
を
主

人
公
に
思
春
期
を
迎
え
る
少

女
た
ち
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
描
く
爽
や
か
な
物
語
だ
。

　
時
代
設
定
は
今
か
ら
40
年

以
上
も
前
だ
が
テ
ィ
ー
ン
に

な
る
前
の
少
女
た
ち
の
興
味

や
悩
み
は
い
つ
の
世
も
共
通

項
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
（
ア
ビ
ー
・

ラ
イ
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ト
ソ
ン
）

は
特
定
の
宗
教
に
は
属
さ
な

い
環
境
で
育
っ
た
。
と
い
う

の
も
母
親
の
バ
ー
バ
ラ
（
レ

イ
チ
ェ
ル
・
ア
ダ
ム
ス
）
の

家
族
は
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
、
父
親
ハ
ー
ブ
の
家
族
は

ユ
ダ
ヤ
教
で
、
バ
ー
バ
ラ
の

両
親
は
ハ
ー
ブ
と
の
結
婚
に

猛
反
対
。
以
来
、
14
年
も
断

絶
状
態
だ
。
娘
に
は
適
切
な

時
期
に
自
分
で
宗
教
に
つ
い

て
考
え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
に
引
っ
越
し
た
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
。
す
ぐ
に
学
校

に
慣
れ
る
だ
ろ
う
か
、
友
達

は
出
来
る
だ
ろ
う
か
、
不
安

は
い
っ
ぱ
い
だ
。
し
か
し
引

っ
越
し
た
そ
の
日
に
向
か
い

の
家
の
同
い
年
の
ナ
ン
シ
ー

と
す
ぐ
に
友
達
に
な
り
、
さ

ら
に
ふ
た
り
を
加
え
た
４
人

の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
は
勉
強

に
遊
び
に
と
楽
し
い
学
校
生

活
を
満
喫
し
て
い
た
。

　
ガ
ー
ル
ズ
た
ち
の
興
味
の

ト
ッ
プ
ス
リ
ー
は
男
子
、
ブ

ラ
、
初
潮
。「
秘
密
は
い
け

な
い
、
何
で
も
打
ち
明
け
る
」

が
ル
ー
ル
だ
が
当
然
、
そ
こ

に
は
競
争
心
も
働
く
。
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
で
の
行
動
は
楽

し
い
し
、
楽
で
も
あ
る
、
し

か
し
、
多
数
意
見
に
流
さ
れ

や
す
く
、
暗
黙
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
に
弱
く
な
る
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
面
も
あ
る
。

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
少
し
ず

つ
自
分
の
宗
教
と
の
関
わ

り
、
交
友
関
係
、
自
分
の
意

思
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に

な
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
発
見

へ
の
旅
立
ち
だ
。
少
女
た
ち

を
取
り
囲
む
大
人
た
ち
の
悲

喜
こ
も
ご
も
の
出
来
事
、
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
の
父
方
の
祖
母
シ

ル
ビ
ア
（
キ
ャ
シ
ー
・
ベ
イ

ツ
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
年
代

問
わ
ず
楽
し
め
る
作
品
だ
。

脚
本
・
監
督
は
「T

he E
dge 

of Seventeen

」
の
ケ
リ
ー
・

フ
レ
モ
ン
・
ク
レ
イ
グ
。
１

時
間
46
分
。
Ｐ
Ｇ-

13
。（
明
）

Are You There 
God? It’s Me, 

Margaret.

Photo : D
ana H

aw
ley/Lionsgate

動
画
予
告
編

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

冒
険
と
発
見
の
青
春

■上映館■

AMC Loews Lincoln Square13
1998 Broadway
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

新しい環境で緊張するマーガレット（フォートソン、右）と娘を見守る母親（アダムス）

　
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
23
日
夜
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
ピ
ア
ノ
、

声
楽
、
弦
楽
器
、
管
楽
器
を
学

ぶ
若
手
音
楽
家
を
世
界
に
送
り

出
す
こ
と
を
目
的
に
、
20
年
以

上
に
わ
た
り
地
区
本
選
を
開
催

し
て
い
る
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は

セ
シ
リ
ア
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
と
共
に
、
世

界
の
地
区
本
選

を
勝
ち
抜
き
大

阪
フ
ァ
イ
ナ
ル

で
の
入
賞
者
か

ら
選
抜
さ
れ
た

奏
者
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
。

　
大
阪
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
昨
年
８

月
に
Ｎ
Ｙ
で
開

催
し
た
地
区
本

選
を
世
界
各
地

で
も
開
催
し
、

勝
ち
抜
い
た
者

た
ち
が
大
阪
に

集
い
、
グ
ラ
ン

プ
リ
や
多
く
の

賞
を
競
い
合
う
日
本
を
ベ
ー
ス

に
し
た
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
へ
と

将
来
的
に
育
て
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
今
回
参
加
し
た
の
は
、
石
川

美
音
、
山
田
凛
仁
、
椎
名
春
奈
、

成
田
寛
太
郎
、
中
島
美
由
、
小

森
桃
子
、
加
藤
菜
子
、
柳
原
将

也
、
ウ
ン
ビ
ョ
ル
・
ソ
ン
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
・
メ
イ
プ
ル
ト
フ

ト
、
ソ
レ
イ
・
ブ
リ
ュ
ー
メ
ル
、

ジ
ェ
ー
ン
・
パ
ー
ク（
敬
称
略
）。

　
Ｎ
Ｙ
か
ら
ゲ
ス
ト
出
演
し
た

オ
ペ
ラ
歌
手
の
田
村
麻
子
さ
ん

は
「
大
阪
国
際
の
入
賞
者
の
レ

ベ
ル
が
ど
れ
だ
け
高
か
っ
た
の

か
が
わ
か
っ
て
頂
け
た
コ
ン
サ

ー
ト
で
し
た
。
嵐
の
よ
う
な
拍

手
と
声
援
が
送
ら
れ
、
ア
メ
リ

カ
な
ら
で
は
の
盛
り
上
が
り

に
、
演
奏
者
達
も
と
て
も
嬉
し

そ
う
で
し
た
」と
話
し
て
い
る
。

　
太
陽
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
東

西
に
走
る
通
り
に
沿
っ
て
沈
む

「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン
ジ
」
の

季
節
が
や
っ
て
き
た
。
年
に
２

度
だ
け
見
ら
れ
る
現
象
で
、
高

層
ビ
ル
の
間
を
沈
み
ゆ
く
美
し

く
輝
く
夕
陽
を
見
る
た
め
毎
年

多
く
の
人
が
訪
れ
、
こ
の
時
期

の
風
物
詩
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
今
年
の
１
回
目
は
５
月
29
日

（
月
）
午
後
８
時
13
分
と
翌
30

日
（
火
）
午
後
８
時
14
分
で
、

14
丁
目
、
23
丁
目
、
34
丁
目
、

42
丁
目
、
57
丁
目
な
ど
西
の
地

平
線
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

方
面
）
を
見
渡
せ
る
大
き
な
交

差
点
が
ベ
ス
ト
ス
ポ
ッ
ト
。
特

に
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル

と
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ
ル
が
あ
る

34
丁
目
と
42
丁
目
、
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
駅
の
前
に
あ
る
橋

の
上
や
チ
ュ
ー
ダ
ー
シ
テ
ィ
ブ

リ
ッ
ジ
の
上
は
印
象
的
な
眺
め

が
楽
し
め
る
が
、
毎
年
多
く
の

人
で
混
雑
す
る
の
で
早
め
の
到

着
を
お
す
す
め
す
る
。
ほ
ん
の

数
分
間
の
夕
陽
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
を
見
に
行
こ
う
。
今
年

２
回
目
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン

ジ
は
７
月
12
日
（
水
）
と
13
日

（
木
）。

大阪国際音楽コンクール
カーネギーでガラ公演

カーテンコールで舞台から挨拶する出演者たち

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン
ジ

５
月
と
７
月
の
年
２
回

太
陽
が
沈
む

 

少
年
が
青
年
へ
と
一
歩
を
踏

み
出
す
青
春
映
画
は
「
ア
メ
リ

カ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」「
ス

タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
」
な
ど

数
多
く
あ
る
が
本
作
は
そ
れ
の

mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.hondag.com
https://sobaya.square.site/
tel:2015859980
tel:2122136069
http://shinbashi72.com/
https://www.youtube.com/watch?v=LzRzojHC3iE&ab_channel=LionsgateMovies
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


　

ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ

は
、
６
月
25
日
︵
日
︶、
米
国
東

部
時
間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

﹁
Ｆ
Ｘ 

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開

催
す
る
。

　

当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、﹁
１
日
30
分
の

ス
キ
マ
時
間
で
年
利
30
％
以
上
を

生
涯
稼
げ
る
手
法
・
考
え
方
の
紹

介
﹂﹁
稼
ぐ
の
に
予
想
・
分
析
は
必

要
な
し
﹂﹁
面
倒
く
さ
い
銘
柄
選
び

や
業
績
分
析
は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ

で
勝
つ
た
め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ

タ
ー
ン
﹄
の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝

率
が
高
く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
３
ス
テ

ッ
プ
日
足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ

ォ
ロ
ー
﹄
と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用

い
た
﹃
習
慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂

﹁
学
ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に

す
る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現
実

化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・
数

値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変
え
、

稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂﹁
誰
も

が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く
日
本
語

で
解
説
す
る
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

４
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
昨
年
度

は
年
利
28
％
、
昨
年
度
は
年
利
30

％
の
実
績
を
平
均
し
て
達
成
し
て

い
る
。

　

参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
４
本
進

呈
す
る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com
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 日本クラブからのお知らせ
■親子で楽しむファミリーイベント 2023

 開催日時：6 月 3 日（土） 1:00 〜 4:30PM
　会場：日本クラブ（住所は下記参照）
　参加費：会員：大人 $25/ 子供 $15、一般：大人 $30/

子供 $20 （スナック弁当＆ドリンク付き）
 4 年振りにファミ

リーイベントを日
本クラブで開催し
ます。手巻き寿司、
飴細工、テーブル
茶道、クラフト工
作、フェイスペイ
ンティング、似顔
絵、折り紙、スー
パ ー ボ ー ル 釣 り、
クラウン・ショー
や紙芝居、子供達
の和太鼓演奏や獅
子舞のパフォーマ
ンスなど、親子で
お楽しみいただけ
るプログラムを多
数ご用意しております。大人のみのご参加も大歓迎です。
www.nipponclub.org の「イベント」ページより、5/29（月）
までにお申し込みください。

■日本クラブ WEB ギャラリー

 出展アーティスト募集中！ 
 日 本 ク ラ ブ WEB

ギ ャ ラ リ ー (https://
n i p p o n g a l l e r y .
nipponclub.org) で
は 出 展 ア ー テ ィ ス
ト を 募 集 し て い ま
す。日本語と英語で
アーティストの作品
やバイオグラフィー
を NY か ら 世 界 に 向
けて発信します。作
品販売可。現在の常
設 ア ー テ ィ ス ト は

「Artists」のページで
ご覧ください。お問
い合わせは gallery@
nipponclub.org まで。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

日本クラブ WEB ギャラリー

常設アーティスト・道原 聡
「十二宮の館 ( ヴィッラ )」2013　

キャンバスに油彩　50 x 40 cm

　

小
津
安
二
郎
︵
１
９
０
３
〜

１
９
６
３
︶
監
督
生
誕
１
２
０

周
年
を
記
念
し
た
映
画
上
映
会

﹁
Ｏ
Ｚ
Ｕ
１
２
０
﹂
︵
国
際
交
流

基
金
と
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
共
催
︶
が
６
月
９
日
︵
金
︶

か
ら
29
日
︵
木
︶
ま
で
の
３
週

間
、
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム

︵
ウ
エ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ト
ン
通
り

２
０
９
番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　

貴
重
な
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
15

本
を
含
め
た
現
存
す
る
全
て
の

作
品
30
本
以
上
を
紹
介
す
る
レ

ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
特
集
で
、

国
際
交
流
基
金
が
所
有
す
る
も

の
を
含
め
て
上
映
作
品
の
大
多

数
を
35
ミ
リ
で
上
映
。
今
年
の

カ
ン
ヌ
映
画
祭
ク
ラ
シ
ッ
ク
部

門
で
上
映
の
﹃
長
屋
紳
士
録
﹄

や
﹃
宗
像
姉
妹
﹄
の
ほ
か
、
サ

イ
レ
ン
ト
映
画
の
一
部
で
ピ
ア

ノ
の
生
演
奏
も
あ
り
、
小
津

映
画
フ
ァ
ン
に
は
見
逃
せ
な

い
。
上
映
日
時
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

film
forum

.org

を
参
照
。

■
上
映
作
品
は
次
の
通
り

▽

晩

春
︵Late Spring

、

１
９
４
９
年
︶
▽
東
京
物
語

︵T
okyo Story

、
53
年 
︶
▽

父
あ
り
き
︵T

here W
as a 

Father

、
42
年
︶
▽ 

宗
像
姉

妹 

︵M
u

n
ekata Sisters

、

50

年
︶
▽
お
早
う
︵G

ood 
M

orning

、
59
年
︶
▽
一
人

息
子 

︵T
he O

nly Son

、
36

年
︶▽
出
来
ご
こ
ろ
︵Passing 

Fancy

、
33
年
︶
▽
学
生
ロ

マ
ン
ス
若
き
日
︵D

ays of 
Y

outh

、 

29
年
︶
▽
風
の
中

の

牝

鶏
︵A

 H
en in the 

W
ind

、
48
年
︶
▽
朗
ら
か
に

歩

め
︵W
alk C

heerfully

、

30

年
︶
▽
彼
岸
花
︵E

quinox 
Flow

er

、

58

年

︶

▽
そ

の

夜

の

妻
︵T

hat N
ight ’s 

W
ife

、
30
年
︶
▽
長
屋
紳
士

録
︵R

ecord of a T
en

e-
m

ent G
entlem

an

、
47
年
︶

▽
お
茶
漬
け
の
味
︵Flavor 

of G
reen T

ea O
ver R

ice

、

52
年
︶
▽
淑
女
は
何
を
忘
れ
た

か
︵W

hat D
id the L

ady 
Forget? 

、
37
年
︶
▽
麦
秋

︵E
arly Sum

m
er

、
51
年
︶

▽
大

人

の

見

る

絵

本　

生

れ

て

は

み

た

け

れ

ど
︵I 

W
as B

orn
, B

u
t

…
、

32

年

︶

▽
突

貫

小

僧
︵A

 
Straig

h
tforw

ard B
oy

、

29
年
︶
▽
大
学
は
出
た
け
れ

ど
︵I G

raduated, B
ut

、
29

年
︶
▽
落
第
は
し
た
け
れ
ど

︵I F
lu

n
k

ed, 
B

ut

、

29

年

︶

▽
戸

田

家

の

兄

妹
︵T

h
e 

B
r

o
th

e
r

s 
an

d S
isters 

of the T
oda 

Fam
ily

、

41

年

︶

▽
淑

女

と

髭
︵T

h
e 

L
a

d
y

 a
n

d 
th

e B
eard

、

31
年
︶
▽
東
京

暮
色
︵T

okyo 
T

w
ilight

、
57

年
︶
▽
青
春
の

夢

い

ま

い

づ

こ
︵W

here N
ow

 A
re the 

D
ream

s of Y
outh

、
32
年
︶

▽
早

春
︵E

arly Spring

、

56
年
︶
▽
秋
刀
魚
の
味
︵A

n 
A

utum
n A

fternoon

、

62

年
︶
▽
小
早
川
家
の
秋
︵E

nd 
of Sum

m
er

、
61
年
︶
▽
秋

日
和
︵Late A

utum
n

、
60

年
︶▽
非
常
線
の
女
︵D

ragnet 
G

irl

、

33

年

︶

▽
浮

草

物

語
︵S

tory
 of F

loatin
g 

W
eeds

、

34

年

︶

▽
浮

草

︵Floating W
eeds

、
59
年
︶

▽
鏡
獅
子
︵K

agam
ijishi

、

36
年
︶▽
東
京
の
合
唱︵T

okyo 
Chorus

、
31
年
︶
▽
母
を
恋
は

ず

や
︵A

 M
other Should 

B
e Loved

、
34
年
︶
▽
東
京

の
宿
︵A

n Inn in T
okyo

、

35
年
︶。

小
津
安
二
郎
特
集
Ｎ
Ｙ
で

国
際
交
流
基
金
と
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
30
作
品
を
一
挙
上
映

﹁
彼
岸
花
﹂︵
写
真
上
︶、﹁
東

京
物
語
﹂︵
写
真
中
︶、﹁
お

茶
漬
け
の
味
﹂︵
写
真
左
︶

https://www.nipponclub.org/
https://japanesefolkdance.org/uncategorized/the-festival-of-japan-drums-dance-30th.html
mailto:villagewellusa.com@gmail.com
https://filmforum.org
https://filmforum.org
https://filmforum.org


2023 年（令和 5 年）5 月 27 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(4)

 「週刊NY生活」

No. 914

2023年5月27日発行

 ニューヨーク生活プレス社
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

71 W. 47th St., Suite 1205
New York, N.Y. 10036

Tel: 212-213-6069
www.nyseikatsu.com

◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212)840-6942 ■
ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス(JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウンセ
リングセンター＝(212)720-4560 ■
教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込み
寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人
教育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555。

 公共サービス連絡先

　

仙
台
市
の
郡
和
子
市
長
は
19

日
、
国
連
本
部
で
開
か
れ
た
防

災
に
関
す
る
国
際
行
動
指
針

﹁
仙
台
防
災
枠
組
﹂
の
中
間
評

価
を
話
し
合
う
首
脳
級
会
合
で

演
説
し
た
。
そ
の
あ
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で
開
催
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
宮
城
県
人
会

と
出
身
母
校
の
東
北
学
院
大
学

同
窓
生
ら
と
の
懇
談
会
に
出
席

し
た
。
懇
談
会
に
は
、
同
窓
生

の
大
清
水
良
裕
Ｎ
Ｙ
宮
城
県
人

会
会
長
、
風
の
環
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ン
サ
ー
ト
を
主
宰
す
る
白
田

正
樹
代
表
、
作
家
の
旦
英
夫
さ

ん
、
映
画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂
を

監
督
し
た
仙
台
出
身
の
堀
江
貴

さ
ん
ら
30
人
あ
ま
り
が
郡
市
長

を
歓
迎
し
た
。

　

郡
市
長
は
﹁
国
連
議
長
か
ら

の
要
請
だ
っ
た
の
で
緊
張
し
ま

し
た
が
、
世
界
の
多
く
の
国
と

地
域
の
防
災
担
当
者
が
出
席
さ

れ
て
い
て
、
あ
ち
こ
ち
で
仙
台

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
名
前
、
仙

台
の
名
前
が
何
度
も
出
て
き

て
、
あ
あ
、
皆
さ
ん
、
防
災
＝

仙
台
と
い
う
名
前
を
良
く
知
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
国
民
の
皆
様
も
安

全
・
安
心
の
た
め
に
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
ま
だ
、
課
題
が

残
っ
て
い
る
途
上
国
の
皆
さ
ん

か
ら
の
話
も
色
々
あ
り
、
ま
だ

厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
今
回
は
、
震
災

後
の
２
０
１
５
年
に
仙
台
で
開

催
さ
れ
た
世
界
防
災
国
連
会
議

で
防
災
の
指
針
と
し
て
採
択
さ

れ
た
仙
台
防
災
枠
組
み
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
﹂と
述
べ﹁
仙

台
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
信

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂
と

話
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
日
本

で
の
入
国
規
制
緩
和
に
伴
う
国

内
観
光
需
要
の
高
ま
り
に
つ
い

て
﹁
杜
の
都
と
言
わ
れ
る
仙
台

は
、
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能

が
マ
ッ
チ
し
た
と
て
も
素
晴
ら

し
い
町
で
す
。
こ
の
間
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

　

９
日
の
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
に

よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
市
の
公
立
学
校

で
は
、
読
解
力
に
関
す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
大
幅
に
変
更
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、

読
解
力
の
低
下
が
い
く
つ
か
の

デ
ー
タ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
。

3
〜
8
年
生
の
半
数
が
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
の
テ
ス
ト
に
合
格
で
き

て
お
ら
ず
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
生
徒
た
ち
の
結
果
は
さ
ら
に

低
い
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
劇
的
な
変
更

に
伴
う
教
員
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
懸
念
点
が
上
が
っ
て

い
る
も
の
の
、
大
人
の
70
％
が

4
年
生
レ
ベ
ル
の
読
む
能
力
を

持
っ
て
い
な
い
と
し
た
デ
ー
タ

も
踏
ま
え
、
市
教
育
委
員
会
で

は
読
解
力
が
低
い
こ
と
に
よ
る

弊
害
を
提
示
し
な
が
ら
改
善
す

る
方
針
だ
。

小
中
児
童
の
読
解
力
低
下

公
立
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　

先
月
と
今
月
、
二
人
の
方
か

ら
﹁
在
日
米
国
大
使
館
か
ら
ビ

ザ
を
失
効
を
す
る
と
い
う
知
ら

せ
を
受
け
取
っ
て
、
ど
う
対
処

し
た
ら
良
い
か
﹂
と
い
う
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
ご
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
状
況
が
落
ち
着
き
、
初
夏
で

野
外
で
の
飲
食
も
盛
ん
に
な
っ

て
き
た
の
で
少
し
気
が
緩
ん
で

き
た
よ
う
で
す
。
二
人
と
も
飲

酒
運
転
で
捕
ま
っ
た
方
で
、
ま

だ
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
裁
判
手

続
き
の
状
況
で
、
裁
判
に
な
り

裁
判
官
が
判
決
を
出
す
ま
で
に

は
あ
と
５
、
６
か
月
か
か
る
よ

う
な
状
況
の
よ
う
で
し
た
。
米

国
大
使
館
か
ら
の
知
ら
せ
は
、

一
人
の
方
は
会
社
に
、
も
う
一

人
の
方
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
け
取

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
お
二

人
の
質
問
は
、
現
在
所
持
し
て

い
る
ビ
ザ
が
失
効
し
て
、
国
外

退
去
手
続
き
が
取
ら
れ
る
の

か
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

移
民
法
２
３
７
条
に
は
、
外

国
人
の
国
外
追
放
に
関
し
て
の

規
則
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
該
当
す
る
の
は
次
に

な
り
ま
す
。

︵
１
︶M

oral T
urpitude

︵
不

道
徳
な
行
為
︶—

殺
人
や
殺
人

未
遂
、
レ
イ
プ
、
配
偶
者
や
子

供
へ
の
虐
待
、
誘
拐
、
強
盗
、

窃
盗
、
恐
喝
、
詐
欺
、
暴
行
、

そ
の
他
こ
れ
ら
に
加
担
し
た
行

為
を
し
て
。

︵
２
︶
１
年
以
上
の
実
刑
判
決

を
受
け
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る

場
合
。

　

飲
酒
運
転
は
、︵
１
︶
の
不

道
徳
な
行
為
と
し
て
は
条
項
に

は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
や
多
く

の
州
で
飲
酒
運
転
自
体
が
不
道

徳
な
行
為
に
該
当
す
る
と
州
法

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

２
０
２
１
年
に
米
国
合
衆
国
司

法
省
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で

飲
酒
運
転
を
２
回
行
っ
た
外
国

人
で
あ
る
被
告
に
対
し
て
、
不

道
徳
行
為
を
犯
し
、
国
外
退
去

手
続
き
を
行
う
よ
う
に
と
い
う

判
決
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

ビ
ザ
失
効
に
関
し
て
は
、
幾

つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

通
常
で
す
と
﹁
ビ
ザ
を
失
効
さ

せ
る
﹂
と
い
う
ビ
ザ
を
発
行
し

た
米
国
大
使
館
か
ら
の
知
ら
せ

を
受
け
た
時
点
で
、
所
持
し
て

い
る
ビ
ザ
は
無
効
に
な
り
、
米

国
で
の
滞
在
資
格
を
失
い
不
法

滞
在
者
に
な
り
ま
す
。

　

不
法
滞
在
と
な
っ
た
場
合
、

す
み
や
か
に
米
国
を
離
れ
る
べ

き
で
、
米
国
の
会
社
へ
の
勤
務

も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
会
社
が
そ
の
時
点
で
日
本
に

帰
国
命
令
を
だ
し
た
場
合
、
判

決
が
で
る
ま
で
に
米
国
を
出
国

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
し
て
し
ま
い
ま
す
と
、
続
行

し
て
い
る
裁
判
を
欠
席
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
仮
に
実
刑
判
決
を
免
れ
た

場
合
、
約
３
〜
６
か
月
の
無
料

奉
仕
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
こ

と
が
多
い
で
す
。
こ
の
無
料
奉

仕
と
い
う
の
は
非
営
利
法
人
団

体
で
の
掃
除
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

で
の
皿
洗
い
、
そ
の
他
公
共
の

施
設
で
の
奉
仕
活
動
を
決
め
ら

れ
た
時
間
行
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
の
問
題
点
は
、
た
と

え
全
て
の
行
程
が
１
年
ま
た
は

１
年
以
上
か
か
っ
た
と
し
て
も

き
ち
ん
と
判
決
に
従
っ
た
行
い

を
し
て
米
国
を
出
国
し
な
い

と
、
次
に
米
国
に
入
国
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
ず
、
米
国
大
使
館

に
現
状
お
よ
び
無
罪
判
決
が
で

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
。
そ
し
て
ビ
ザ
失
効
の
取
り

下
げ
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
会

社
に
は
現
時
点
で
の
裁
判
の
状

況
お
よ
び
予
期
さ
れ
る
判
決
お

よ
び
期
間
を
伝
え
、
日
本
へ
の

帰
任
を
免
れ
る
よ
う
依
頼
す

る
。
判
決
が
で
た
ら
米
国
大
使

館
に
は
結
果
を
報
告
す
る
。

 　

こ
の
よ
う
に
複
雑
な
問
題

点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
米
国
大

使
館
か
ら
の
知
ら
せ
を
受
け

取
っ
た
ら
、
自
己
判
断
を
せ
ず

に
早
急
に
専
門
家
に
相
談
し
て

対
処
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

飲
酒
運
転
と
ビ
ザ
の
関
係

郡
仙
台
市
長
が
国
連
演
説

Ｎ
Ｙ
宮
城
県
人
会
が
歓
迎
会

　

６
月
は
プ
ラ
イ
ド
月
間
で
あ

る
と
同
時
に
、
Ｎ
Ｙ
で
は
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
月
間
︵
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｍ
︶

と
し
て
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
を
含

む
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
。 

　

Ｎ
Ｙ
市
長
室
メ
デ
ィ
ア
＆
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
部
門
︵
Ｍ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
︶
が
主
催
す
る
同
月
間

は
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
、
対

面
や
バ
ー
チ
ャ
ル
の
音
楽
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
サ
ー

ト
、講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ソ
ン
グ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
キ
ャ

ン
プ
、
そ
し
て
Ｎ
Ｙ
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
誕
生
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

一
部
の
収
録
、
演
奏
練
習
の
音

楽
ス
タ
ジ
オ
も
無
料
で
利
用

で
き
る
。
詳
細
はnym

usic-
m

onth.nyc

を
参
照
す
る
。 

NYミュージック月間 
無料イベントも盛りだくさん 

　

２
０
２
３
年
﹁
日
本
ク
ラ

ブ
委
員
長
杯
﹂
オ
ー
プ
ン
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
７
月
１

日
︵
土
︶
午
後
１
時
か
ら
、
Ｎ

Ｊ
州
に
あ
る
ハ
ワ
ー
ス
・
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
︵5 Lake 

Shore D
rive, H

aw
orth, 

N
J 07641 

︶で
開
催
さ
れ
る
。　

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
後
、
昨
年
３
年
ぶ
り
に
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
を
再
開
し
、
今

シ
ー
ズ
ン
も
２
回
の
大
会
を
開

催
す
る
。
そ
の
第
１
回
目
と
な

る
今
回
は
男
女
共
に
参
加
で

き
、
ゴ
ル
フ
の
レ
ベ
ル
を
問
わ

な
い
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
戦
。

参
加
資
格
は
日
本
ク
ラ
ブ
登
録

会
員
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
、
お

よ
び
日
本
ク
ラ
ブ
債
保
有
会
社

の
社
員
と
そ
の
ゲ
ス
ト
。
競
技

方
法
は
新
ペ
リ
エ︵
Ｗ
ペ
リ
エ
︶

方
式
の
個
人
戦
。

　

参
加
費
は
１
６
０
ド
ル
︵
ハ

ワ
ー
ス
会
員
は
80
ド
ル
︶、
グ

リ
ー
ン
／
カ
ー
ト
フ
ィ
ー
、
デ

ィ
ナ
ー
代
︵
１
ド
リ
ン
ク
付
︶

込
み
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
７
１
・
７
１
６
４

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhnaito@

nipponclub.org

︵

内

藤

さ

ん
︶
ま
で
。
申
し
込
み
は
６
月

22
日
ま
で
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.nipponclub.org

を

参
照
す
る
。

日本クラブ

オープン親睦ゴルフ大会

参加受け付け開始

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

て
、
観
光
名
所
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
し
、美
味
し
い
食
べ
物
、

美
味
し
い
お
酒
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
人
情
が
素
晴
ら

し
い
の
で
ぜ
ひ
大
勢
の
皆
様
に

宮
城
・
仙
台
に
足
を
伸
ば
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂

と
笑
顔
で
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
Ｎ
Ｙ
宮
城
県
人
会
と
東
北

学
院
大
同
窓
生
た
ち
か
ら
歓

迎
を
受
け
る
郡
市
長
︵
中
央
︶

https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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日
本
が
生
ん
だ
世
界
的
細
菌

学
者
、
野
口
英
世
︵
１
８
７
６

〜
１
９
２
８
︶
の
偉
業
を
讃

え
、
遺
徳
を
後
世
に
伝
え
、
米

国
で
医
学
の
道
を
志
す
若
き
日

本
人
研
究
者
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
墓
守
り
活
動
を
続
け

る
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
口
英
世

記
念
会
﹂︵
Ｈ
Ｎ
Ｍ
Ｓ
、
本
間

俊
一
代
表
︶
が
21
日
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
の
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
墓
地
で

96
回
忌
野
口
英
世
墓
参
会
と
第

６
回
Ｎ
Ｙ
野
口
英
世
記
念
奨
学

金
授
与
式
を
開
催
し
た
。

　

記
念
会
副
代
表
の
加
納
良
雄

さ
ん
の
司
会
進
行
で
、
本
間
代

表
が
挨
拶
、
野
口
の
荒
れ
た
墓

を
日
本
人
医
師
会
と
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
大
学
が
協
力
し
て
守
っ

て
行
こ
う
と
２
０
１
３
年
に
同

記
念
会
を
設
立
し
た
経
緯
な
ど

を
紹
介
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

美
樹
夫
大
使
は
祝
辞
の
中
で
外

務
省
で
か
つ
て
ア
フ
リ
カ
会
議

を
担
当
し
た
こ
と
に
触
れ
﹁
野

口
博
士
の
偉
業
は
日
本
の
外
交

官
や
議
員
の
間
で
も
大
き
な
功

績
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
お

り
、
亡
く
な
っ
た
地
の
ガ
ー
ナ

に
は
５
月
１
日
に
岸
田
首
相
が

訪
れ
て
い
る
と
報
告
。﹁
永
眠

し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
偉

業
を
顕
彰
す
る
活
動
を
日
本
総

領
事
館
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
た
。

　

野
口
が
黄
熱
病
の
研
究
で
多

く
の
命
を
救
っ
た
メ
キ
シ
コ
の

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
、

バ
ネ
ッ
サ
・
オ
ル
テ
ガ
領
事
が
、

同
会
の
医
療
奨
学
金
の
継
続
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
米
国

日
本
人
医
師
会
の
ロ
バ
ー
ト
柳

澤
前
会
長
が
、
野
口
博
士
の
生

ま
れ
故
郷
で
あ
る
福
島
県
猪
苗

代
に
あ
る
野
口
英
世
記
念
会
の

倉
根
一
郎
理
事
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
、
Ｎ
Ｙ
福
島
県

人
会
の
竹
田
小
夜
子
会
長
が
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

第
６
回
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野

口
英
世
記
念
奨
学
金
﹂
は
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
大
学
院
ワ
イ
ス
・

イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
で
抗
が

ん
剤
製
法
の
研
究
と
開
発
に
打

ち
込
む
張
本
哲
弘
さ
ん
︵
32
︶

が
受
賞
し
、
記
念
の
盾
と
奨
学

金
２
０
０
０
ド
ル
が
授
与
さ
れ

た
。
張
本
さ
ん
は
兵
庫
県
生
ま

れ
。
高
校
卒
業
後
に
海
外
留
学

し
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
薬

学
部
を
卒
業
、
そ
の
後
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

大
学
院
の
博
士
課
程
で
医
用

生
体
工
学
の
研
究
を
修
了
し

２
０
２
２
年
に
博
士
号
取
得
。

現
在
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学

院
で
研
究
を
続
け
て
い
る
。

　

張
本
さ
ん
は
、
野
口
博
士
の

生
涯
を
彷
彿
さ
せ
る
有
望
な
日

本
人
の
若
き
医
師
と
し
て
同
奨

学
金
委
員
を
務
め
た
米
国
日
本

人
医
師
会
会
長
の
加
納
麻
紀
医

師
と
樋
口
聖
医
師
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
、
そ
の
研
究
分
野
に

お
け
る
将
来
の
成
果
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

野
口
英
世
の
墓
参
会

張
本
さ
ん
に
医
学
奨
学
金

第96回忌

広島 G7 サミット

米国の論調
核
軍
縮
の
機
運
は
高
ま
ら
ず

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
17
日

朝
、
男
性
が
襲
わ
れ
首
を
切
ら

れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
警
察
に

よ
る
と
事
件
は
朝
８
時
す
ぎ
、

東
４
丁
目
１
１
２
番
地
に
あ
る

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
﹁W

ash 
R

ite Laundrom
at

﹂

で

発

生
。
犯
人
の
男
は
店
に
入
る
と

37
歳
の
男
性
に
後
ろ
か
ら
近
づ

き
、
鋭
利
な
刃
物
を
取
り
出
し

て
被
害
者
の
首
筋
に
切
り
つ
け

た
と
い
う
。
血
ま
み
れ
に
な
っ

た
男
性
を
そ
の
ま
ま
に
犯
人
は

そ
の
場
か
ら
飛
び
出
し
、
１
番

街
を
南
下
し
て
東
３
丁
目
に
逃

げ
て
い
く
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
駆
け
つ
け
た
警

察
と
救
急
隊
が
被
害
者
を
マ
ウ

ン
ト
サ
イ
ナ
イ
・
ベ
ス
イ
ス
ラ

エ
ル
病
院
に
搬
送
し
、
容
態
は

安
定
し
て
い
る
と
い
う
。
犯
人

は
い
ま
だ
逃
走
中
。

　

同
日
夜
、
Ｎ
Ｙ
市
警
は
防

犯
カ
メ
ラ
の
画
像
を
公
開
し

た
。
犯
人
は
痩
せ
型
・
巻
き
毛

の
黒
人
︵
ま
た
は
褐
色
︶
で
、

身
長
約
５
フ
ィ
ー
ト
８
イ
ン

チ
︵
１
７
３
セ
ン
チ
ほ
ど
︶、

白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
グ
レ
ー
の

シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
を
着
用
し

て
い
た
。
情
報
提
供
は
電
話

８
０
０
・
５
７
７
・
８
４
７
７

︵C
rim

e Stoppers

︶、
ま
た

は
サ
イ
トcrim

estoppers.
nypdonline.org

へ
。

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

ナ
イ
フ
で
切
り
つ
け

コインランドリーで

　

日
本
を
議
長
国
に
広
島
で
開

か
れ
た
先
進
７
か
国
首
脳
会
議

︵
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
︶
で
は
、

Ｇ
７
や
招
待
国
の
首
脳
ら
が
広

島
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
、
原

爆
の
生
存
者
と
面
会
し
、
資
料

館
を
見
学
、
献
花
な
ど
も
行
わ

れ
た
こ
と
は
米
国
の
メ
デ
ィ
ア

も
写
真
や
動
画
付
き
で
大
き
く

報
じ
た
。

　

５
月
19
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
紙
電
子
版
は
﹁︵
バ

イ
デ
ン
大
統
領
は
︶
厳
粛
な
表

情
で
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
を
見

つ
め
た
が
、
何
も
コ
メ
ン
ト
し

な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
一
部
の

日
本
人
が
い
ま
も
米
国
に
望
ん

で
い
る
謝
罪
に
つ
い
て
は
何
も

述
べ
な
か
っ
た
﹂
と
報
じ
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
が
電
撃
訪
問
し
、
各
国
首

脳
ら
と
対
面
で
会
合
し
た
こ
と

で
核
軍
縮
か
ら
焦
点
が
移
り
、

終
了
後
は
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
焦

点
が
移
っ
た
ま
ま
Ｇ
７
終
了
﹂

︵
５
月
21
日
付
︶
と
報
じ
た
。

　

Ａ
Ｐ
通
信
︵
21
日
付
︶
は

﹁
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
訪

問
は
、
平
和
を
愛
す
る
都
市
で

あ
る
広
島
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
﹂
と
の
広
島
の
被
爆
二
世
の

活
動
家
の
中
谷
悦
子
さ
ん
の
話

を
伝
え
た
。
ま
た
若
手
活
動
家

の
高
橋
悠
太
さ
ん
が
﹁︵
こ
の

訪
問
は
︶
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
第
二

の
広
島
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
核
抑
止
力
の
必
要
性
を
正
当

化
す
る
﹂
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

恐
れ
が
あ
り
、﹁
広
島
は
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
た
め
に

核
保
有
国
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ

た
だ
け
で
あ
る
と
私
た
ち
に
感

じ
さ
せ
る
だ
け
で
す
﹂
と
答
え

た
こ
と
を
報
じ
た
。
記
事
は
ワ

シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
や
ザ
・
ヒ
ル
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
、
Ｆ
Ｏ
Ｘ
な
ど
幅
広
い

メ
デ
ィ
ア
が
掲
載
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ

ー
ナ
ル
︵
22
日
付
︶
は
、
核
の

恫
喝
を
行
な
っ
て
い
る
ロ
シ
ア

や
軍
備
増
強
を
続
け
る
中
国
な

ど
﹁
核
兵
器
の
リ
ス
ク
の
高
ま

り
が
、
広
島
Ｇ
７
で
の
核
軍
縮

に
影
を
落
と
し
て
い
る
﹂
と
報

じ
た
。﹁
広
島
で
の
Ｇ
７
に
は

世
界
初
の
核
攻
撃
の
恐
怖
が
漂

っ
て
い
た
﹂
と
書
い
て
い
る
。

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
︵
21
日
付
︶

は
、﹁
Ｇ
７
が
、
中
国
、
ロ
シ

ア
に
取
り
込
ま
れ
た
国
々
の
説

得
に
苦
戦
﹂
と
報
じ
た
。
各
国

に
﹁
国
連
憲
章
を
守
る
よ
う
に

求
め
る
﹂
に
留
ま
り
、﹁
ブ
ラ

ジ
ル
の
ル
ラ
首
相
は
Ｇ
７
に
歩

み
寄
る
様
子
は
な
く
バ
イ
デ
ン

大
統
領
を
非
難
﹂
と
報
じ
て
い

る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
ロ
シ
ア
の
侵
略

行
為
を
非
難
す
る
一
方
、
対
露

制
裁
も
武
器
供
与
も
行
な
っ
て

い
な
い
。

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
広
島
電
撃
訪
問
を
報
じ
る
20
日
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
電
子
版

　

Ｎ
Ｙ
市
警
に
よ
る
と
、
15
日

午
後
７
時
半
ご
ろ
セ
ン
ト
・
ニ

コ
ラ
ス
街
西
１
２
５
丁
目
の
地

下
鉄
構
内
で
、
激
し
い
口
論
の

末
に
48
歳
男
性
の
乗
客
が
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
で
切
り
つ
け
ら
れ

る
事
件
が
発
生
し
た
。
男
性
は

右
肩
と
腹
部
を
刺
さ
れ
、
ハ
ー

レ
ム
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。

そ
の
後
容
体
は
安
定
し
て
い

る
。
一
方
犯
人
は
逃
走
し
て
お

り
捕
ま
っ
て
い
な
い
。
容
疑
者

は
45
〜
55
歳
と
推
定
さ
れ
る
細

身
の
男
性
。
最
後
の
目
撃
証
言

に
よ
る
と
、
容
疑
者
は
白
髪
交

じ
り
の
黒
髪
で
タ
ー
コ
イ
ズ
色

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
グ
レ
ー
の
ス
ウ

ェ
ッ
ト
パ
ン
ツ
、
白
い
ス
ニ
ー

カ
ー
と
黒
い
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

っ
て
い
た
。
警
察
は
写
真
と
ビ

デ
オ
を
公
表
し
＝
写
真
＝
、
情

報
の
提
供
を
求
め
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
シ
ョ

ー
ト
ヒ
ル
ズ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
内
の
デ
ィ
オ
ー
ル
に
15

日
午
前
11
時
前
４
人
組
の
男
が

押
し
入
り
、
12
万
５
０
０
０
ド

ル
相
当
の
バ
ッ
グ
を
盗
む
事
件

が
発
生
し
た
。
地
元
紙
に
よ
る

と
侵
入
者
は
黒
っ
ぽ
い
パ
ー
カ

ー
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
野
球
帽

を
被
っ
て
い
た
と
い
う
。
販
売

員
は
店
の
奥
に
逃
げ
込
み
、
警

察
に
通
報
す
る
も
、
到
着
し
た

こ
ろ
に
は
逃
走
さ
れ
て
い
た
。

ハ
ー
レ
ム
１
２
５
丁
目
地
下
鉄
駅
で

カ
ッ
タ
ー
で
切
り
付
け
ら
れ
負
傷

白
昼
の
高
級
店
強
盗

Ｎ
Ｊ
州
の
モ
ー
ル
で
被
害

12
万
５
０
０
０
ド
ル
相
当

奨学金を受けた張本さん（中央）と奨学金委員の加納医師会会長（左）と樋口医師

http://jch-tomo.org/
tel:9175773969
https://artofhaiku.org/
crimestoppers.nypdonline.org


完
全
主
義
を
貫
く

真
面
目
に
一
生
懸
命

仕
事
に
打
ち
込
む

　

よ
く
90
パ
ー
セ
ン
ト
う
ま
く

い
く
と
﹁
こ
れ
で
い
い
だ
ろ
う
﹂

と
妥
協
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま

　

一
生
懸
命
に
働
く
と
い
う
こ

と
は
、
勤
勉
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
仕
事
に
対
す
る
態

す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
人

に
は
、
完
璧
な
製
品
、
い
わ
ゆ

る
﹁
手
の
切
れ
る
製
品
づ
く
り
﹂

度
が
常
に
誠
実
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
が
本
当
に
心
か
ら
味

11

は
と
う
て
い
で
き
ま
せ
ん
。﹁
間

違
っ
た
ら
消
し
ゴ
ム
で
消
せ
ば

よ
い
﹂
と
い
う
よ
う
な
安
易
な

考
え
が
根
底
に
あ
る
か
ぎ
り
、

本
当
の
意
味
で
自
分
も
周
囲
も

満
足
で
き
る
成
果
を
得
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

営
業
に
し
ろ
製
造
に
し
ろ
、

最
後
の
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
努
力

を
怠
っ
た
が
た
め
に
、
受
注
を

失
っ
た
り
不
良
を
出
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
努
力
を
さ
ら
に

実
り
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

も
、
仕
事
で
は
常
に
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

わ
え
る
喜
び
と
い
う
の
は
、
仕

事
の
中
に
こ
そ
あ
る
も
の
で

す
。仕
事
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
、

遊
び
や
趣
味
の
世
界
で
喜
び
を

見
出
そ
う
と
し
て
も
、
一
時
的

に
は
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
決
し
て
真
の
喜
び
を
得
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
の
一

生
の
中
で
最
も
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
る
仕
事
に
お
い
て
充

実
感
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
結

局
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
こ

と
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

真
面
目
に
一
生
懸
命
仕
事
に

打
ち
込
み
、
何
か
を
成
し
遂
げ

た
と
き
に
こ
そ
、
他
に
は
代
え

が
た
い
喜
び
が
得
ら
れ
る
の
で

す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。
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州
名
の
英
語
発
音
の
ご
相
談

で
特
に
多
い
の
が
、
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
の
発
音
で
す
。
本
来
は
シ

ン
プ
ル
な
発
音
で
す
が
、
日
本

語
の
口
の
開
け
方
の
ま
ま
発
音

し
よ
う
と
す
る
と
、
極
端
に
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
語
は
全
て
の
音
に
母
音

が
入
り
、
そ
の
母
音
の
口
の
開

け
方
で
、
発
音
し
ま
す
。
コ
は

オ
の
口
で
、
ネ
は
エ
の
口
で
、

と
い
う
よ
う
に
。
試
し
に
﹁
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
﹂
﹁
オ
エ
イ
ア
オ
﹂

と
続
け
て
発
音
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。﹁
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
﹂
と
﹁
オ

エ
イ
ア
オ
﹂
の
口
の
動
き
が
ほ

ぼ
同
じ
こ
と
が
わ
か
る
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
日
本
語
は
、
口
を

忙
し
く
動
か
す
言
語
で
す
。

﹁
オ
エ
イ
ア
オ
﹂
の
口
の
形
に

合
わ
せ
て
、
唇
が
グ
ニ
ョ
グ

ニ
ョ
動
き
、
あ
ご
も
カ
ク
カ

ク
動
き
ま
す
。
一
方
英
語
で

C
onnecticut

は
、
唇
も
あ
ご

も
一
切
動
か
さ
ず
に
発
音
で
き

ま
す
。
動
く
の
は
舌
と
、n

音

の
瞬
間
に
軟
口
蓋
が
下
が
る
だ

け
で
す
。
英
語
で
動
か
な
い
は

ず
の
唇
や
あ
ご
を
、
忙
し
く
動

か
し
て
い
る
の
は
、
日
本
語
の

筋
肉
の
ク
セ
。
そ
れ
に
よ
っ
て

雑
音
が
生
じ
、
通
じ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

口
周
り
を
ゆ
る
め
て
日
本
語

の
口
の
筋
肉
の
ク
セ
を
止
め
る

こ
と
で
、
英
語
発
音
は
簡
単
に

習
得
で
き
ま
す
。
実
際
の
発
音

の
仕
方
を
動
画
で
説
明
し
ま
し

た
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご

覧
く
だ
さ
い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

23

Connecticut が通じない

　

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
企
画
、
第
15
回
Ｊ
Ａ
Ａ
春
の

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
﹁
ラ
イ
オ
ン
ズ

大
学
・
大
人
の
教
養
シ
リ
ー
ズ

第
６
弾
﹂
で
断
捨
離

®
チ
ー

フ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
小
林
理
恵
さ

ん
が
﹁
今
日
か
ら
は
じ
め
る
シ

ニ
ア
の
断
捨
離

®
〜
住
ま
い

と
心
と
身
体
の
関
係
性
〜
﹂
と

題
し
て
講
演
し
た
。

　

﹁
断
﹂
は
不
要
、
不
適
、
不

快
な
モ
ノ
を
断
ち
、﹁
捨
﹂
は

ガ
ラ
ク
タ
を
捨
て
、﹁
離
﹂
は
、

執
着
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
意
味

し
、
日
常
の
生
活
空
間
を
健
や

か
に
整
え
る
営
み
で
あ
り
、
身

の
回
り
の
ケ
ア
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
人

生
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え

た
時
、
こ
れ
か
ら
も
人
生
を
共

に
し
、大
切
に
し
た
い
モ
ノ
か
、

そ
れ
と
も
終
わ
り
に
し
、
卒
業

を
し
、
手
放
し
て
い
く
モ
ノ
か

を
考
え
る
こ
と
。

　

今
日
か
ら
断
捨
離
を
始
め
る

な
ら
、︵
１
︶
冷
蔵
庫
の
食
材

＝
傷
み
か
け
て
い
る
も
の
は
な

い
か
︵
２
︶
食
器
棚
の
食
器
＝

同
居
家
族
が
多
か
っ
た
時
代
の

数
は
今
必
要
か
？
︵
３
︶
ク
ロ

ー
ゼ
ッ
ト
の
洋
服
＝
何
年
も
着

て
い
な
い
服
は
な
い
か
︵
４
︶

本
棚
の
本
＝
読
ん
で
い
な
い
本

は
な
い
か
。

　

あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
た
モ

ノ
＝
忘
却
の
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て

る
。
も
う
使
わ
な
く
な
っ
た
も

の
＝
不
要
な
モ
ノ
と
し
て
捨
て

る
。
今
の
自
分
に
は
相
応
し
く

な
い
心
地
よ
く
な
い
も
の
＝
不

適
・
不
快
な
モ
ノ
と
し
て
捨
て

る
。
靴
箱
も
必
要
で
大
事
な
靴

の
み
を
残
す
。
雑
多
な
玄
関

は
、
来
客
の
お
迎
え
、
お
見
送

り
の
場
所
に
相
応
し
く
シ
ン
プ

ル
に
。

　

住
ま
い
は
身
体
と
心
を
映
し

出
す
﹁
相
似
象
﹂
と
い
う
概
念

で
考
え
る
。
過
去
の
モ
ノ
に
始

末
を
つ
け
る
こ
と
は
身
体
で
い

え
ば
古
い
細
胞
の
新
陳
代
謝
を

促
す
こ
と
と
同
じ
。
小
林
さ
ん

は
﹁
大
掃
除
を
す
る
と
、
気
持

ち
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
は
、
住

ま
い
の
片
付
け
・
大
掃
除
と
同

時
に
心
の
片
づ
け
・
大
掃
除
を

し
て
い
る
か
ら
﹂
と
述
べ
、﹁
断

捨
離
で
住
ま
い
の
今
を
整
え
る

と
、身
体
も
心
も
未
来
も
整
う
﹂

と
解
説
し
た
。

今
日
か
ら
始
め
る

シ
ニ
ア
の
断
捨
離

®

小
林
理
恵
さ
ん
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
義

断捨離前（左）と断捨離後（右）

詳細は https://mbp-japan.com/tokyo/danshari/

http://www.rostamilaw.com
http://myriverside.net/home
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.seishinjukuny.org
https://mbp-japan.com/tokyo/danshari/
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Ａ
Ｉ
で
会
社
の
業
務
は

代
行
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
？
︵
下
︶

クイック USA

134

と
こ
ろ
だ
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。

　

会
社
の
Ｈ
Ｒ
業
務
に
限
ら
ず

今
後
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
が
ど
ん
ど
ん

職
場
に
雪
崩
を
切
っ
て
押
し
寄

せ
て
く
る
と
、
い
く
ら
Ａ
Ｉ
は

ア
シ
ス
タ
ン
ト
業
務
の
代
用
に

過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
て

も
、
現
実
的
に
は
ま
だ
ま
だ
多

く
の
人
々
が
そ
の
よ
う
な
ア
シ

ス
タ
ン
ト
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
わ
け
で
、
そ
の
人
た
ち
の
雇

用
継
続
に
つ
い
て
は
思
わ
ず
一

抹
の
不
安
を
感
じ
ま
す
。
私
な

ぞ
は
19
世
紀
初
期
の
産
業
革
命

期
に
沸
い
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
で

起
こ
っ
た
織
物
職
人
ら
に
よ
る

機
械
破
壊
活
動
で
あ
っ
た
ラ
ッ

ダ
イ
ト
運
動
を
つ
い
回
想
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
21
世
紀
に
Ａ

Ｉ
に
対
す
る
ラ
ッ
ダ
イ
ト
運
動

な
ど
が
偶
発
す
る
よ
う
な
こ
と

が
な
い
こ
と
を
祈
念
す
る
ば
か

り
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
突
然
降
っ
て

現
れ
た
よ
う
なC

hatG
PT

を

は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
進
化
の

速
さ
に
驚
愕
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
バ
イ
ア
ス
や
差
別
、
不
平

等
や
不
正
が
入
り
込
ま
な
い
よ

う
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
を

防
ぐ
法
令
の
整
備
や
会
社
ポ
リ

シ
ー
の
制
定
な
ど
を
Ａ
Ｉ
の
進

化
と
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
確
か
に
猛
烈

な
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し
続
け
る

Ａ
Ｉ
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
と
り
わ
け
Ｈ
Ｒ

業
務
に
お
い
て
は
採
用
や
給
与

な
ど
を
含
む
部
分
に
お
い
て
の

バ
イ
ア
ス
や
差
別
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う

な
バ
イ
ア
ス
や
差
別
を
Ａ
Ｉ
が

肩
入
れ
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な

い
こ
と
を
検
証
し
て
い
く
の
は

ま
さ
に
今
後
Ｈ
Ｒ
と
し
て
の
大

き
な
任
務
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

酒
井
謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc.

　CEO
www.919usa.com

　

そ
も
そ
も
Ａ
Ｉ
と
い
う
も
の

は
高
度
な
機
械
学
習
を
反
復
し

て
出
て
き
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

ベ
ー
ス
と
し
て
動
い
て
い
る
も

の
で
す
か
ら
、
機
械
学
習
の
中

で
偏
っ
た
過
去
の
履
歴
が
あ
れ

ば
、
出
て
く
る
判
断
は
過
去
に

あ
っ
た
偏
っ
た
判
断
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
い
え
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い

っ
た
判
断
が
今
ま
で
あ
っ
た
の

か
ど
う
か
を
監
査
す
る
と
い
う

の
は
、
相
当
な
専
門
ス
キ
ル
が

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
第

三
者
機
関
が
は
た
し
て
す
ぐ
に

見
つ
か
る
の
か
ど
う
か
と
い
う

の
も
懸
念
材
料
で
は
あ
り
ま

す
。
で
す
が
、
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な

も
の
は
簡
単
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
し
て
し
ま
う
性
質
の
も

の
で
す
か
ら
、
今
回
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
条
例
が
果
た
し
て

功
を
奏
す
る
も
の
で
あ
る
の
か

ど
う
か
、
全
米
い
や
世
界
的
レ

ベ
ル
で
み
て
も
衆
目
の
集
ま
る

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　今、アメリカ社会が直面する不安の一つが Wrong-place Shooting です。うっかりと場所
を間違えて訪問した結果、銃撃されるという事件を意味し、Wrong- address Shooting とも
称されます。ニューヨーク州で間違った住所に車で入った女性が、引き返そうとしたところ
を銃撃され亡くなりました。ミズーリ州で白人老人が、夜に家のドアをノックした黒人少年

を強盗と思い、発砲しました。その少年はかろうじて助かりましたが、彼は兄弟を迎えに間違った家へ来てしま
ったのです。テキサス州では、スーパーの駐車場で不注意に他人の車のドアを開けた少女が、中にいた人物に撃
たれ重傷を負いました。
　これらを聞いて、約 30 年前の服部くん事件を思い出す人もいるでしょう。ルイジアナ州の高校に留学してい
た少年が、ハロウィンの日に仮装して、間違った家に接近し射殺された事件です。裁判で撃った男の正当防衛が
認められ、無罪判決が出て、日本国民に衝撃を与えました。服部くんの両親はその後アメリカの銃規制を訴え続
けています。　
　頻発する Wrong-place Shooting が、アメリカ社会の現実の一部を映しています。治安の悪化、犯罪の増加、
人種間の相互不信、そして毎日のように起きる銃乱射事件。これが導く、保身のための銃購入・・・・この悪循
環を止める手立てが、米国に今こそ必要なのです。　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Wrong-place Shooting  誤場所銃撃事件　 米 語
Watch
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回
転
式
に
代
わ
る
新
改
札 

た
だ
乗
り
対
策
強
化

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

17
日
、
地
下
鉄
駅
の
改
札
を
乗

り
越
え
て
た
だ
乗
り
す
る
不
正

乗
車
対
策
の
一
環
と
し
て
、
グ

ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で
試
験

的
に
設
置
し
た
最
新
の
改
札
ゲ

ー
ト
を
公
表
し
た
。 

　

同
局
に
よ
る
と
、
２
ド
ル
75

セ
ン
ト
の
乗
車
料
金
を
免
れ
る

た
め
に
回
転
改
札
口
を
乗
り

越
え
る
件
数
の
割
合
は
全
利

用
者
の
約
12
・
５
％
を
占
め
、

２
０
１
９
年
の
５
・
７
％
比
で

倍
以
上
増
加
し
て
い
る
。
ジ
ャ

ノ
・
リ
ー
バ
ー
同
局
長
は
昨

年
、
不
正
乗
車
問
題
に
対
す
る

意
見
を
求
め
る
た
め
、
16
人
の

Ｎ
Ｙ
市
民
か
ら
成
る
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
諮
問
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
。
同
委
員
会
の
報
告
で

は
、
地
下
鉄
、
バ
ス
、
列
車
、

橋
、
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
、
同
局

の
昨
年
の
不
正
利
用
の
損
失
は

約
６
億
９
０
０
０
万
ド
ル
に
の

ぼ
り
、
う
ち
地
下
鉄
の
不
正
乗

車
は
２
億
８
５
０
０
ド
ル
を
占

め
、
低
所
得
者
を
対
象
に
し
た

運
賃
補
助
金
制
度
の
拡
大
や
、

　

人
材
サ
ー
ビ
ス
のiiicareer

︵
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
︶
は
、
日
本

の
人
材
紹
介
許
可
を
取
得
し
、

日
本
現
地
法
人
イ
ン
テ
レ
ッ

セ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
︵
藤
原
昌
人
社
長
、

東
京
都
千
代
田
区
︶
を
設
立
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
で
日
英

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
を
中
心
に
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

日
本
で
の
仕
事
を
探
し
て

い
る
人
や
帰
国
予
定
の
人
で
、

貴
重
な
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験

や
学
歴
を
有
す
る
日
英
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
求
職
者
は
、
日
本

帰
国
前
か
ら
日
本
国
内
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
紹
介
が
米
国
親

会
社
︵
米
国 iiicareer) 

と

の
連
携
に
よ
り
可
能
と
な

る
。
同
社
は
首
都
圏
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
地
域
で
の
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
増
や

し
、
地
域
の
国
際
化
と
雇
用
創

出
に
貢
献
し
て
い
く
。
日
本

現
地
法
人
の
連
絡
先
は
電
話

０
３
・
３
２
８
８
・
７
４
６
６
、

Ｅ

メ

ー

ルapplicant@
iii

career.jp

回
転
式
改
札
口
の
交
換
な
ど
の

即
時
実
施
を
求
め
て
い
た
。 

　

新
た
な
改
札
ゲ
ー
ト
は
、
パ

リ
の
交
通
機
関
で
使
用
さ
れ
て

い
る
仏
タ
レ
ス
社
製
で
、
電
動

式
の
ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
扉
が
施

さ
れ
て
い
る
。
緑
色
に
光
る
扉

に
は
、
１
回
の
ス
ワ
イ
プ
で
２

人
以
上
が
通
過
で
き
な
い
よ
う

感
知
し
、
不
正
が
あ
っ
た
場
合

イ
ン
テ
レ
ッ
セ

日
本
現
地
法
人
を
設
立

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
と
同
市
議
会
は
18
日
、
飲

食
店
が
年
間
を
通
し
て
屋
外
席

を
設
置
す
る
こ
と
許
可
す
る
法

案
に
合
意
し
た
。
同
市
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
店
内
の
飲
食
禁
止
を

発
令
し
た
が
、
屋
外
席
の
運
営

を
許
可
し
た
こ
と
で
10
万
人
以

上
の
雇
用
や
多
く
の
店
舗
経
営

を
保
持
し
た
。
し
か
し
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
規
制
緩
和
後
に
路
上

に
放
置
さ
れ
た
屋
外
席
用
の
小

屋
は
、
ネ
ズ
ミ
や
害
虫
の
住
処

と
化
し
問
題
と
な
っ
て
い
た
。 

　

屋
外
席
の
営
業
に
は
ラ
イ
セ

ン
ス
料
の
支
払
い
が
必
要
だ

が
、
額
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
よ

り
も
低
く
設
定
さ
れ
る
。
屋
外

席
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
現
在
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
前
比
で
１
０
０
０

店
増
の
約
１
万
２
０
０
０
店
が

加
入
し
て
い
る
。
同
法
で
は
、

歩
道
の
屋
外
席
は
年
間
を
通
し

て
営
業
で
き
る
が
、
市
営
の
道

路
に
関
し
て
は
春
か
ら
秋
の
８

か
月
間
に
限
ら
れ
て
い
る
。
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
屋
外
営
業
に

関
す
る
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
監
視

は
、
同
市
運
輸
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｔ
︶

が
担
当
す
る
。 

テラス席ダイニング 
年間を通して許可に

は
ア
ラ
ー
ム
が
発
報
す
る
。
リ

ー
バ
ー
同
局
長
は
、
回
転
改
札

口
と
の
交
換
の
計
画
は
初
期
段

階
で
あ
り
﹁
別
の
モ
デ
ル
も
検

討
し
、
発
注
を
含
む
正
式
な
導

入
は
現
時
点
で
は
進
め
て
い
な

い
﹂
と
話
し
て
い
る
。 

　

米
連
邦
裁
判
所
は
18
日
、
米

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
界
の
巨
匠
、

故
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル

︵
１
９
８
７
年
死
去
︶
が
ロ
ッ

ク
歌
手
プ
リ
ン
ス
を
描
い
た
作

品
は
、
作
品
の
元
と
な
っ
た
写

真
を
撮
影
し
た
写
真
家
の
著
作

権
を
侵
害
し
て
い
る
と
の
判
断

を
下
し
た
。

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
ウ
ォ
ー

ホ
ル
が
、
写
真
家
の
リ
ン
・
ゴ

ー
ル
ド
ス
ミ
ス
さ
ん
が
81
年
に

撮
影
し
て
い
た
プ
リ
ン
ス
の
肖

像
写
真
を
元
に
１
９
８
４
年
に

制
作
し
た
作
品
。
当
時
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の
バ
ニ
テ
ィ
・

フ
ェ
ア
が
ウ
ォ
ー
ホ
ル
に
依
頼

し
た
も
の
。
バ
ニ
テ
ィ
・
フ
ェ

ア
は
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
さ
ん
の

代
理
店
か
ら
肖
像
写
真
を
﹁
芸

術
的
参
照
﹂
と
し
て
利
用
す
る

権
利
を
取
得
。ウ
ォ
ー
ホ
ル
は
、

写
真
か
ら
プ
リ
ン
ス
の
顔
部
分

を
切
り
取
り
、
頭
部
を
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
で
色
鮮
や
か
に
仕

上
げ
た
﹁
オ
レ
ン
ジ
・
プ
リ
ン

ス
﹂
を
制
作
し
、
１
枚
が
バ
ニ

テ
ィ
・
フ
ェ
ア
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
際
、
バ
ニ
テ
ィ
・
フ
ェ
ア

は
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
さ
ん
に
は

４
０
０
ド
ル
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料

を
支
払
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
の
プ
リ
ン
ス
の

死
後
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
同
じ
写
真

を
元
に
16
枚
の
作
品
を
制
作
し

て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
、

ラ
イ
セ
ン
ス
料
の
支
払
い
も
な

か
っ
た
と
し
て
問
題
視
。
作
品

に
は
著
作
権
提
供
を
免
れ
る
フ

ェ
ア
ユ
ー
ス
と
し
て
認
め
ら
れ

る
ほ
ど
の
元
の
写
真
と
は
違
う

目
的
や
性
質
が
十
分
に
示
さ
れ

て
い
な
い
と
裁
判
所
が
判
断
、

写
真
家
の
著
作
権
を
侵
害
し
て

い
る
と
の
結
論
を
下
し
た
。
作

品
16
枚
は
す
で
に
数
億
ド
ル
で

販
売
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

写
真
使
用
は
著
作
権
侵
害

ウ
ォ
ー
ホ
ル
作
品　

連
邦
最
高
裁
判
断

写
真
提
供
・
連
邦
裁
判
所

Ｎ
Ｙ
地
下
鉄

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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ボ
ル
シ
チ

ク
ネ
ー
ド
リ
︵
鶏
団
子
の
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
煮
︶

　

ビ
ー
ツ
を
使
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ

発
祥
の
深
紅
色
の
ス
ー
プ
、
ボ

ル
シ
チ
は
、
毎
日
の
よ
う
に
い

た
だ
く
日
本
の
お
味
噌
汁
の
よ

う
な
存
在
。
コ
ツ
は
、
ビ
ー
ツ

に
火
を
通
し
す
ぎ
る
と
色
が
悪

く
な
る
の
で
、
ス
ー
プ
作
り
の

最
後
に
下
茹
で
し
て
お
い
た
ビ

ー
ツ
を
加
え
、
さ
っ
と
煮
る
だ

け
に
し
て
美
し
い
色
合
い
に
仕

上
げ
る
こ
と
。

︿
下
準
備
﹀

　
じ
ゃ
が
い
も
は
短
冊
切
り
に

し
、
15
分
ほ
ど
水
に
浸
す
。

︿
作
り
方
﹀

①
ビ
ー
ツ
は
根
の
先
端
と
茎
を

　

あ
っ
さ
り
と
し
た
味
付
け
と

サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
の
コ
ク
が
好

相
性
。
コ
ツ
は
、
最
後
に
チ
ー

ズ
を
か
ら
め
る
と
風
味
と
コ
ク

が
さ
ら
に
豊
か
に
仕
上
が
り
ま

す
。

︿
作
り
方
﹀

①
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を

ひ
い
て
中
火
に
か
け
、
玉
ね
ぎ

を
炒
め
、
粗
熱
を
と
る
。

②
鶏
肉
に
①
、
パ
セ
リ
を
入
れ

て
よ
く
か
き
混
ぜ
る
。
卵
黄
を

加
え
て
混
ぜ
、
５
分
立
て
程
度

泡
立
て
た
卵
白
を
加
え
て
さ
っ

と
混
ぜ
る
。

③
鍋
に
水
、
チ
キ
ン
ブ
イ
ヨ
ン

の
も
と
を
入
れ
て
中
火
に
か

け
、
沸
騰
し
た
ら
②
を
ス
プ
ー

ン
な
ど
で
楕
円
形
に
す
く
っ
て

入
れ
る
。
３
〜
４
分
ゆ
で
、
取

り
出
す
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
入

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
キ
ュ

ー
ガ
ー
デ
ン
に
住
む
料
理
研
究

家
、
平
野
顕
子
さ
ん
に
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
の
義
母
ニ
ー
ナ
さ
ん

伝
授
の
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
家
庭

料
理
﹂
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
平
野
さ
ん
は
、
最
近
、

夫
の
イ
ー
ゴ
さ
ん
と
の
共
著

﹃
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
家
に
伝
わ
る

日
々
の
ご
は
ん　

ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
家
庭
料
理
﹄︵
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ

出
版
︶
＝
写
真
＝
を
上
梓
さ
れ

た
ば
か
り
。
今
回
は
そ
の
中
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
家
庭
料
理
を
美
味
し
く
作
る

紹
介
さ
れ
て
い
る
オ
ス
ス
メ
の

２
品
で
す
。(

料
理
、
人
物
写

真 by Takako Ida)

切
り
落
と
し
、
柔
ら
か
く
な
る

ま
で
５
０
０
〜
６
０
０
ミ
リ
グ

ラ
ム
の
湯
で
30
分
ほ
ど
ゆ
で

る
。
ゆ
で
終
わ
っ
た
ら
、
弱
目

の
流
水
に
あ
て
、
皮
を
む
い
て

８
ミ
リ
幅
の
細
切
り
に
す
る
。

②
フ
ラ
イ
バ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を

ひ
い
て
弱
中
火
に
か
け
、
に
ん

に
く
を
炒
め
る
。
香
り
が
立
っ

て
き
た
ら
中
火
に
し
、
玉
ね
ぎ
、

に
ん
じ
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
を
さ

っ
と
炒
め
る
。

③
鍋
に
水
、
チ
キ
ン
ブ
イ
ヨ
ン

の
も
と
、
ロ
ー
リ
エ
、
②
を
入

れ
て
中
火
に
か
け
、
じ
ゃ
が
い

も
に
火
が
通
る
ま
で
煮
る
。
①
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ
ト
ペ
ー
ス
ト

を
加
え
て
さ
っ
と
煮
て
、
塩
、

黒
胡
椒
で
味
を
整
え
る
。

ビーツ .......................... 大１個
にんにく（薄切り） ......... ２片
玉ねぎ（細切り） ............. １個
にんじん（細切り） ..... 大１本
じゃがいも ...................... １個
サラダ油 .......................... 適量
水 ....................................800ml
チキンブイヨンの素 ....... １個

ローリエ ...................３〜４枚
キャベツ（細切り） .......1/8 個
トマトペースト .................85g
塩・黒胡椒 .................. 各適量
サワークリーム ............... 適量
お好みでディル、パセリ

（みじん切り）............... 各適量

鶏ひき肉 ................................ 300g
玉ねぎ（みじん切り） ..........1/2 個
サラダ油 .................................適量
パセリ（みじん切り） ....大さじ２
卵（卵黄と卵白に分ける） ....２個
水 ................................400 〜 500g
チキンブイヨンのもと ..１〜２個
マッシュルーム（薄切り） ....８個
バター（食塩不使用） ............. 20g
サワークリーム ....................... 60g
生クリーム

（脂肪分 42 〜 45%) .............. 60ml
お好みのシュレッドチーズ
.........................................大さじ２

④
器
に
盛
り
、
サ
ワ
ー
ク
リ
ー

ム
を
乗
せ
る
。
お
好
み
で
デ
ィ

ル
や
パ
セ
リ
を
散
ら
し
て
も
い

い
。

〈材料〉（作りやすい分量）

〈材料〉（作りやすい分量）

れ
て
中
火
に
か
け
、
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
を
茶
色
に
な
る
ま
で
炒

め
る
。
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
、
③

の
煮
汁
１
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

を
加
え
る
。

⑤ 

③
の
肉
だ
ん
ご
を
加
え
、

全
体
に
火
が
通
る
ま
で
煮
る
。

生
ク
リ
ー
ム
、
お
好
み
の
シ
ュ

レ
ッ
ド
チ
ー
ズ
を
か
ら
め
る
。

⑥
器
に
ス
ー
プ
と
共
に
盛
り
合

わ
せ
る
。

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
家
族
で
歩
こ
う

イ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

橋
の
塔
ま
で
実
際
に
歩
く
子
ど

も
の
い
る
家
族
向
け
ツ
ア
ー
。

ツ
ア
ー
は
エ
ミ
リ
ー
・
ウ
ォ
ー

レ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
・
プ
ラ

ザ
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
屋
外
活
動

の
み
の
た
め
歩
き
や
す
い
靴
と

日
焼
け
止
め
を
推
奨
し
て
い

る
。
参
加
費
無
料
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
brooklynbridgepark.org/
events

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
架
橋

１
４
０
周
年
を
記
念
し
た
フ

ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
27
日

︵
土
︶
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま

で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
パ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
る
。

﹁
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー

ク
﹂
と
題
し
、
環
境
教
育
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
風
景
を
一
変
さ
せ
た
橋

の
歴
史
と
そ
の
革
新
的
な
デ
ザ

　

５
月
13
日
に
行
わ
れ
た
ジ
ャ

パ
ン
パ
レ
ー
ド
で
ひ
と
き
わ
沿

道
の
関
心
を
集
め
た
の
が
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
奄
美
会
﹂
の
行
進

だ
。
鹿
児
島
県
奄
美
群
島
出
身

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
地
元
や

大
阪
の
奄
美
人
が
加
わ
っ
た
同

グ
ル
ー
プ
は
、
総
勢
40
名
超
。

三
味
線
と
島
唄
︵
奄
美
地
方
独

特
の
民
謡
︶
を
バ
ッ
ク
に
、
底

抜
け
に
明
る
い
舞
踊
を
披
露
。

見
物
客
も
巻
き
込
む
パ
ワ
フ
ル

な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
大

き
な
喝
采
を
浴
び
た
。

　

２
０
２
１
年
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
奄
美
大
島
だ

が
、
戦
後
８
年
間
は
ア
メ
リ
カ

の
占
領
下
に
あ
っ
た
。
復
帰
70

周
年
の
節
目
に
当
た
る
今
年
、

念
願
の
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド

初
参
加
を
果
た
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
の
前
夜
に
市
内
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
た
壮
行

会
に
は
１
０
０
人
以
上
も
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
殺
到
。
日
本

か
ら
駆
け
つ
け
た
栄
百
々
代
さ

ん
、
成
瀬
茉
倫
さ
ん
ら
の
情
緒

あ
ふ
れ
る
島
唄
に
酔
い
し
れ
た

り
、
関
西
奄
美
会
山
口
久
義
会

長
の
繰
り
出
す
豪
快
な
太
鼓
の

リ
ズ
ム
で
奄
美
独
特
の
踊
り
唄

を
一
緒
に
舞
う
な
ど
熱
い
交
流

が
行
わ
れ
た
。

  

山
口
氏
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
人
々
の
心
の
暖
か
さ
に
感
動

し
た
。
雰
囲
気
も
最
高
で
し
た

ね
。
パ
レ
ー
ド
中
に
沿
道
の
ア

メ
リ
カ
の
老
婦
人
が
﹃
そ
の
島

唄
知
っ
て
い
る
﹄
と
声
を
か
け

て
き
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
が
軍
人
で
名
瀬
︵
奄

美
大
島
の
中
心
都
市
︶
に
駐
留

し
て
い
た
そ
う
で
す
﹂。
復
帰

の
日
に
は
日
本
の
旗
を
振
り
な

が
ら
裸
足
で
村
内
を
駆
け
回
り

ま
わ
っ
た
と
い
う
山
口
さ
ん
。

70
年
後
、
そ
の
同
じ
足
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
大
通
り
を
歩
い

た
。﹁
復
帰
に
尽
力
し
た
先
人

た
ち
の
熱
い
思
い
は
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
﹂
と
唇
を
噛
み
締

め
た
。　
　
　
　

︵
中
村
英
雄
︶

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
に
込
め
た
思
い

奄
美
大
島
か
ら
Ｎ
Ｙ
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す

る
日
米
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹁
エ
ス
ジ
ャ
ッ

ク
﹂
の
第
６
回
年
次
展
覧
会

が
６
月
６
日
︵
火
︶
か
ら
17

日
︵
土
︶
ま
で
、
ソ
ー
ホ
ー

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
ク
ス
Ｎ

Ｙ
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２

番
地
４
０
１
号
、
ブ
ザ
ー
＃

９
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｊ
Ａ

Ｃ
︵Society of Japanese 

and A
m

erican C
reators

︶

は
５
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

っ
て
２
０
１
７
年
６
月
に
発

足
。
以
来
、
年
次
展
を
軸
に
毎

年
い
く
つ
か
の
個
展
・
グ
ル
ー

プ
展
を
企
画
・
運
営
し
、
日
米

芸
術
家
の
親
睦
と
文
化
交
流
の

輪
を
広
げ
て
い
る
。
今
年
は
Ｎ

Ｙ
在
住
作
家
28
人
お
よ
び
日
本

か
ら
４
人
を
迎
え
、
総
勢
32
人

の
多
彩
な
作
品
を
展
示
す
る
。

　

日
本
人
作
家
は
板
東
綾
子
、

レ
オ
ナ
ー
ト
古
川
文
香
、
花
房

万
紀
子
、
平
之
内
美
穂
、
廣
瀬

公
美
。
百
田
和
子
、
石
田
純
一

朗
、
河
合
敦
子
、
鞍
井
綾
音
、

久
住
真
理
子
、
神
舘
美
会
子
、

永
野
み
き
、
中
島
健
一
、
大
野

廣
子
、
及
川
ひ
ろ
み
、
奥
村
泰

子
、
佐
治
宣
子
、
竹
田
あ
け
み
、

依
田
洋
一
朗
、
由
賀
子
ら
。
日

本
か
ら
は
井
崎
聖
子
、
松
丸
典

代
、
シ
ア
カ
章
子
、
行
近 

壯

之
助
が
出
品
す
る
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
６
月
10

日
︵
土
︶
４
時
か
ら
７
時
ま
で
、

５
時
30
分
か
ら
は
バ
ー
チ
ャ
ル

ラ
イ
ブ
も
配
信
さ
れ
る
。
10
日

の
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
参
加

は sjacny.org/contact 

か

ら
要
登
録
。
入
場
無
料
。
日
・

月
曜
休
廊
。
詳
細
はhttps://

sjacny.org/

を
参
照
す
る
。

ＳＪＡＣ年次展６
月
６
日
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
ク
ス
で

　

京
都
御
所
か
ら
北
に
12
キ
ロ

の
位
置
に
あ
る
鞍
馬
貴
船
町
。

鞍
馬
は
ハ
ン
ド
ヒ
ー
リ
ン
グ
の

霊
気
︵
レ
イ
キ
︶
発
祥
の
地
、

貴
船
は
水
神
の
地
と
し
て
悠
久

の
時
を
刻
ん
で
き
た
。﹁
右
源

太
︵
う
げ
ん
た
︶﹂
社
主
の
鳥

居
家
は
、
16
世
紀
か
ら
19
世
紀

︵
江
戸
末
期
︶
ま
で
貴
船
神
社

の
社
家
と
し
て
神
職
を
務
め
、

現
在
は
同
地
で
料
理
旅
館
・
飲

食
店
な
ど
の
経
営
と
化
粧
品
・

ア
ロ
マ
製
品
な
ど
の
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
右
源
太

の
製
品
が
こ
の
た
び
本
紙
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

﹁
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
購

入
可
能
と
な
っ
た
。

　

京
都
鞍
馬
山
の
植
物
か

ら
採
取
し
た
精
油
を
使
用

し
た
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル

﹁K
U

R
A

M
A

 R
E

IK
I 

﹂
は
、

浄
化
︵Purification

︶
癒
し

︵H
earing

︶
元
気
︵E

nergy

︶ 

ひ

ら

め

き
︵Inspiration

︶

の
４
つ
の
香
り
が
揃
う
。
大
豆

ワ
ッ
ク
ス
を
使
用
、
燃
焼
時
間

は
約
70
時
間
。
そ
し
て
﹁
貴
船

化
粧
品
﹂
か
ら
は
ハ
イ
ド
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
ロ
ー
シ
ョ
ン
︵
化
粧

水
︶、
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
マ
ス

ク
︵
夜
用
ジ
ェ
ル
ク
リ
ー
ム
︶、

ホ
ワ
イ
ト
ク
レ
イ
マ
ス
ク
︵
超

微
粒
子
の
泥
パ
ッ
ク
︶
の
３
商

品
が
登
場
。
い
ず
れ
の
商
品
に

も
、
京
都
大
学
が
開
発
し
た
最

先
端
の
原
料
で
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の

生
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
ア
ミ

ノ
酸
誘
導
体﹁
ナ
ー
ル
ス
ゲ
ン
﹂

を
配
合
。
ま
た
、
満
月
の
夜
に

汲
ん
だ
貴
船
の
水
、日
本
の
米
・

黒
豆
・
緑
茶
・
雪
の
下
︵
薬
草
︶

な
ど
の
エ
キ
ス
も
配
合
し
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
目
指
す
大

人
の
た
め
の
化
粧
品
と
し
て
日

本
で
人
気
が
あ
る
。
現
在
シ
ョ

ッ
プ
Ｎ
Ｙ
で
の
購
入
特
典
と
し

て
送
料
無
料
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
し

お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
中
。
購

入
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://shopny
seikatsu.

com
/

を
参
照
す
る
。

京
都
・
右
源
太
の
製
品
が

﹁
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
に
登
場

　
関
西
奄
美
会
山
口
会
長
を
中
心
に
前
夜
祭
で
祝
杯
を
上

げ
る
奄
美
の
仲
間
た
ち
︵
写
真
右
︶
。
前
夜
祭
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
﹁
踊
り
唄
﹂
で
の
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
︵
同
下
︶

Yuichiro Yoda

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
http://www.idocenter.com
https://sjacny.org/
https://sjacny.org/
https://sjacny.org/
https://www.brooklynbridgepark.org/events
https://sjacny.org/
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 BOOKS
　

こ
の
本
は
、
米
国
の
短
編
小

説
家
、
Ｏ
・
ヘ
ン
リ
ー
の
作
品

か
ら
７
篇
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

を
選
ん
で
１
冊
に
ま
と
め
た
も

の
で
、
訳
者
・
常
盤
新
平
氏
の

生
前
、
２
０
０
９
年
11
月
に
洋

泉
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
﹃
Ｏ
・

ヘ
ン
リ
ー　

ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ

ー
ズ　

恋
人
た
ち
の
い
る
風

景
﹄
に
解
説
が
加
筆
さ
れ
、
新

版
と
し
て
言
視
舎
が
昨
年
４
月

に
刊
行
し
た
も
の
だ
。
収
録
作

品
﹃
賢
者
の
贈
り
物
﹄
は
、Ｏ
・

ヘ
ン
リ
ー
の
代
表
作
と
な
っ
た

短
編
小
説
。
新
約
聖
書
の
、
東

方
の
聖
者
が
キ
リ
ス
ト
の
誕
生

を
贈
り
物
を
持
っ
て
祝
い
に
来

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
下
敷
き
に
、

贈
り
物
を
め
ぐ
る
行
き
違
い
を

描
い
た
作
品
。

　

簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
貧
し

い
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
デ
ィ
リ
ン
ガ

ム
・
ヤ
ン
グ
夫
妻
が
、
お
互
い

に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

買
う
お
金
を
工
面
し
よ
う
と
す

る
。
夫
の
ジ
ム
は
、
祖
父
か
ら

父
そ
し
て
自
分
へ
と
受
け
継
い

だ
金
の
懐
中
時
計
を
宝
物
に
し

て
い
た
。
妻
の
デ
ラ
は
、
膝
下

ま
で
届
く
美
し
い
髪
を
持
ち
、

そ
れ
は
ま
た
夫
婦
の
宝
物
で
も

あ
っ
た
。

　

デ
ラ
は
、
懐
中
時
計
に
付
け

る
プ
ラ
チ
ナ
の
鎖
を
夫
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
買
う
た
め

に
、
髪
の
毛
を
買
い
取
る
商
人

マ
ダ
ム
・
ソ
フ
ロ
ニ
ー
の
元
で

宝
物
の
髪
を
バ
ッ
サ
リ
と
切
り

落
と
し
て
売
っ
て
し
ま
う
。

　

一
方
、
夫
の
ジ
ム
は
、
デ
ラ

が
欲
し
が
っ
て
い
た
鼈
甲
の
櫛

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
買
う
た

め
に
、
宝
物
の
懐
中
時
計
を
質

に
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

デ
ラ
が
買
っ
た
プ
ラ
チ
ナ
の

鎖
が
付
く
は
ず
だ
っ
た
懐
中
時

計
は
夫
の
手
元
に
は
す
で
に
無

く
、
ジ
ム
が
買
っ
た
鼈
甲
の
櫛

を
留
め
る
は
ず
だ
っ
た
妻
の
髪

も
す
で
に
無
く
、
結
局
お
互
い

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
無
駄
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

だ
が
夫
婦
は
、お
互
い
の﹁
思

い
や
り
﹂
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

物
語
の
結
末
で
、
こ
の
一
見
愚

か
な
行
き
違
い
は
、
し
か
し
、

最
も
賢
明
な
行
為
で
あ
っ
た
と

結
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
を
、
ま
る
で
映
像

が
目
に
焼
き
付
く
よ
う
な
常
盤

新
平
の
描
写
に
よ
る
翻
訳
で
、

し
か
も
日
本
語
と
い
う
美
し
い

言
葉
で
読
む
こ
と
の
で
き
る
幸

せ
を
ぜ
ひ
、味
わ
っ
て
欲
し
い
。

ま
だ
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
は

読
ん
で
み
る
と
良
い
で
す
よ
。

何
が
良
い
か
と
い
う
と
、
実
生

活
の
中
で
、
も
し
恋
人
同
士
、

夫
婦
間
の
日
常
で
、
何
か
悲
し

い
出
来
事
、
行
き
違
い
、
誤
解

や
、
す
れ
違
い
が
あ
っ
た
時
に

﹁
こ
れ
で
は
、
ま
る
で
Ｏ
・
ヘ

ン
リ
ー
の
短
編
小
説
で
は
な
い

か
﹂
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る

こ
と
で
、
人
生
の
中
で
何
度
か

訪
れ
る
で
あ
ろ
う
悲
し
い
局
面

も
客
観
的
に
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
る
。
文
学
と
は
そ
う
い
う

力
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る

も
の
だ
。

　

常
盤
新
平
が
Ｏ
・
ヘ
ン
リ
ー

を
知
っ
た
の
は
、
高
校
２
年
生

の
３
学
期
だ
っ
た
。
英
語
の
教

科
書
に
こ
の﹃
賢
者
の
贈
り
物
﹄

が
載
っ
て
い
て
、
こ
の
作
品
と

の
出
会
い
が
翻
訳
者
と
し
て
の

職
業
を
選
ぶ
き
っ
か
け
と
な
っ

た
と
後
書
き
に
あ
る
。

　

常
盤
氏
に
は
、
本
紙
﹁
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
に
２
０
０
７
年
９

月
８
日
か
ら
２
０
１
０
年
11
月

30
日
ま
で
の
３
年
間
に
25
回
の

短
編
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
下
ろ
し

で
連
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
毎

回
、
手
書
き
で
書
い
た
原
稿
が

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
編
集
部
に
送
ら
れ
て
き
た
。

今
考
え
れ
ば
、
海
外
の
小
さ
な

一
邦
字
新
紙
に
、
よ
く
連
載
を

快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
も
の

だ
と
恐
縮
し
て
し
ま
う
。
本
を

開
け
ば
い
つ
で
も
作
者
に
、
そ

し
て
訳
者
の
常
盤
氏
に
会
え
る

一
冊
だ
。　
　
　
　
　

︵
三
浦
︶

人生の友であり恋人
Ｏ・ヘンリー・著　常盤新平・訳

 言視舎・刊

■猟銃・闘牛（井上靖、新潮文庫）井上靖（1907 〜
1991）の処女作でひとりの男の 13 年間にわたる不倫の恋
を、妻・愛人・愛人の娘の 3 通の手紙によって浮彫りにし
た恋愛心理小説『猟銃』、中年の新聞記者の情熱を描いた
芥川賞受賞（1949 年）作『闘牛』、さらに『比良のシャク
ナゲ』の 3 編を収録した短編集。■「人見知りさん」です
けどこんなに話せます！（佐藤智子、三笠書房）自分から
話題を振らなければ、面白い話をしなければ、そう思えば
思うほど目の前の相手が見えなくなってしまう。まずは「相
手の話を大切に聞こう」という心を持つこと。1 万人以上
と話してきたインタビュアーでコミュニケーション講師の
著者が、無理なく、楽しく、気がねなく話せる方法を紹介
する。■業火の地（櫛木理宇、ハルキ文庫）L 県正護市北
区で起きた連続放火殺人事件に対処すべく、鳥越恭一郎ら
捜査一課強行犯係の面々は正護北署へと向かう。しかし捜
査開始の翌日、さらに 6 人が死亡する第 2 の放火事件が
発生する。カラスと会話できる刑事・鳥越恭一郎シリーズ
第 2 巻。■月と散文（又吉直樹、KADOKAWA）いろん
なものが失くなってしまった日常だけれど、窓の外の夜空
に月は出ていて、書きかけの散文だけは確かにあった。吉
本興業の芸人で芥川賞受賞作家、又吉直樹のセンチメンタ
ルが生み出す爆発力、ナイーブさがもたらす激情をユーモ
アと優しさを交えて綴った 10 年ぶりのエッセイ集。■人が働くのはお金の
ためか（浜矩子、青春出版社）グローバル化の進展とともに富の偏在は進み

「21 世紀の資本」は凄まじい規模と速度で国境を越え、暴利をむさぼる。21
世紀の労働者たちは今、「働くこと」とどう向き合うべきか。マクロ経済学・
国際経済学・国際金融が専門の著者が、そもそも「人はなぜ働くのか」をめ
ぐる探求の旅に出る。■殺戮の狂詩曲（中山七里、講談社）高級老人ホーム
で発生した令和最悪の凶悪事件。最低な被疑者の弁護を名乗り出たのは、高
額の報酬を得ながら検察の見立てを次々ひっくり返す悪徳弁護士・御子柴礼
司。2019 年に要潤主演でテレビドラマ化もされた中山七里のリーガルミス
テリー、御子柴弁護士シリーズの最新作となる第 6 弾。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

井
上
靖
の
芥
川
賞
受
賞
作
を
含
む
３
つ
の
短
編
集
。
無
理
な
く
人
と
話
せ
る
方
法
と
は
。

カ
ラ
ス
と
会
話
で
き
る
刑
事
シ
リ
ー
ズ
２
作
目
。
又
吉
直
樹
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
が
爆
発
。

そ
も
そ
も
﹁
人
は
な
ぜ
働
く
の
か
﹂。
中
山
七
里
の
リ
ー
ガ
ル
ミ
ス
テ
リ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

蜂
が
花
の
蜜
を
集
め
ハ
チ
ミ

ツ
を
作
る
ま
で
を
、
子
ど
も
に

も
わ
か
る
よ
う
に
優
し
い
言
葉

で
綴
ら
れ
た
絵
本
。
人
懐
っ
こ

い
ミ
ツ
バ
チ
で
に
ぎ
わ
う
春
の

牧
草
地
を
陽
気
に
駆
け
抜
け
て

い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
読
み

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
た
び
に
現
れ
る
華

や
か
で
可
愛
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト

と
、
そ
こ
に
テ
ン
ポ
の
い
い
言

葉
が
並
ん
で
、
読
み
聞
か
せ
に

最
適
。
年
長
児
向
け
。

　

生
粋
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

で
あ
る
著
者
の
キ
ル
ス
テ
ィ

ン
・
ホ
ー
ル
は
、
Ｎ
Ｙ
大
学

の
修
士
課
程
で
幼
児
教
育
を

学
び
実
地
経
験
を
積
ん
だ
の

ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
社
か
ら

１
５
０
冊
ほ
ど
の
児
童
書
を
発

表
。
２
０
１
８
年
に
発
表
し
た

本
書
は
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
で
称
賛

さ
れ
、
フ
ロ
リ
ダ
読
書
会
児
童

図
書
賞
を
は
じ
め
と
し
た
４
つ

の
賞
を
受
賞
し
た
。
巻
末
に
は

地
球
の
食
糧
︵
農
業
︶
問
題
を

支
え
て
い
る
ミ
ツ
バ
チ
の
重
要

性
や
絶
滅
の
危
機
に
つ
い
て
も

記
し
、
こ
の
問
題
を
子
ど
も
た

ち
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
法
を
提

案
し
て
い
る
。　
　
　

（
高
田
）

ミ
ツ
バ
チ
の
重
要
性
を
学
ぶ
環
境
本

 『The Honeybee 』
Written by Kirsten Hall  

Published by Atheneum Books

http://jmart-usa.com/en/
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://aantcinc.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

米
国
に
本
拠
地
を
置
き
世
界

30
か
国
以
上
に
支
部
を
持
つ
デ

ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
ヴ
ァ
イ

ス
。
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
花
子
さ
ん

は
そ
の
ヴ
ァ
イ
ス
・
ワ
ー
ル

ド
・
ニ
ュ
ー
ス
の
日
本
担
当
と

し
て
東
京
に
住
ん
で
活
躍
し
て

い
る
。

　

働
き
始
め
た
の
は
２
０
２
１

年
の
１
月
。
日
本
担
当
は
モ
ン

ゴ
メ
リ
ー
さ
ん
一
人
で
、
香
港

に
い
る
編
集
者
と
打
ち
合
わ
せ

を
毎
朝
行
い
、
何
を
記
事
に
す

る
か
決
め
る
。
動
画
は
別
に
チ

ー
ム
が
あ
り
、
そ
の
人
た
ち
と

制
作
す
る
。
取
り
上
げ
る
の
は

お
も
に
日
本
の
社
会
問
題
で
男

女
格
差
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
環
境

問
題
な
ど
。
最
近
で
は
原
発
の

処
理
水
海
洋
放
出
問
題
や
﹁
寿

司
テ
ロ
事
件
﹂
な
ど
も
取
り
上

げ
た
。
記
事
を
書
く
こ
と
が
多

い
が
、
動
画
で
は
取
材
は
も
ち

ろ
ん
レ
ポ
ー
タ
ー
も
担
う
。
記

事
や
動
画
は
英
語
だ
が
、
ネ
タ

︵
題
材
︶
探
し
や
取
材
に
は
日

本
語
が
不
可
欠
だ
。

　

モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
さ
ん
は
日
米

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
。
米
国
人
の
父

親
と
日
本
人
の
母
親
と
の
間
に

１
９
９
８
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
生

ま
れ
た
。
２
歳
の
時
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ク
イ
ー
ン
ズ
へ
移

住
。
地
元
の
公
立
校
に
通
う
傍

ら
、
毎
週
土
曜
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校
に
幼

児
部
か
ら
高
２
で
卒
業
す
る
ま

で
通
っ
た
。

　

大
学
は
ビ
ン
ガ
ム
ト
ン
大
学

で
、
ア
ジ
ア
と
ア
ジ
ア
系
米
国

人
研
究
を
専
攻
し
た
。
３
年
生

の
時
、
も
っ
と
日
本
の
こ
と
や

日
本
語
を
学
び
た
い
と
上
智
大

学
国
際
教
養
学
部
に
１
年
間
留

学
し
た
。﹁
補
習
校
で
漢
字
を

し
っ
か
り
は
勉
強
し
て
な
か
っ

た
の
で
最
初
の
頃
は
大
変
で
し

た
﹂
と
笑
う
。

　

日
本
の
社
会
問
題
を
扱
う
授

業
で
ビ
デ
オ
を
制
作
す
る
こ
と

に
な
り
、
日
本
の
風
俗
業
に
つ

い
て
の
１
時
間
ほ
ど
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
を
イ
タ
リ
ア
と
イ

ギ
リ
ス
か
ら
の
女
性
留
学
生
２

人
と
組
ん
で
制
作
し
た
。
こ
れ

が
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
さ
ん
の
そ
の

後
を
方
向
付
け
る
こ
と
に
な

る
。﹁
女
３
人
で
危
な
い
と
こ

ろ
に
行
っ
た
り
、
す
ご
く
楽
し

く
て
︵
笑
︶。
こ
う
い
う
の
が

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
﹂

　

留
学
中
に
は
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ

ム
ズ
で
半
年
ほ
ど
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
て
記
事
執
筆
と
動
画
制
作

も
経
験
。
米
国
に
戻
っ
て
か
ら

は
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
で
３
か
月

ほ
ど
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
、
そ
の

後
フ
ル
タ
イ
ム
に
。
大
学
は

２
０
２
０
年
５
月
に
卒
業
し

た
。﹁
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
は
楽

し
か
っ
た
で
す
。
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
感

じ
で
ネ
タ
を
考
え
た
り
、
原
稿

を
書
い
た
り
、
レ
ポ
ー
タ
ー
も

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
親

切
で
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
働
き
た
い

と
い
う
現
在
の
私
の
気
持
ち

も
、
こ
の
時
に
よ
く
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
﹂

と
語
る
。

　

そ
の
後
、ヴ
ァ
イ
ス
に
。﹁
テ

レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
は
お
も
に
日
本

語
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
英
語

で
の
仕
事
に
も
接
し
た
い
と
思

い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
か
な
と
﹂。

日
英
両
語
で
仕
事
の
で
き
る
レ

ポ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
な
か
な

か
い
な
く
日
本
担
当
に
採
用
さ

れ
た
。﹁
も
の
す
ご
い
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
ス
ト
レ
ス
で
苦
労
し

ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
大
き
く

伸
び
た
と
思
い
ま
す
﹂
と
振
り

返
る
。
動
画
の
レ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
も
っ
と
活
躍
し
た
い
そ
う

で
、
次
は
テ
レ
ビ
の
仕
事
を
メ

イ
ン
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。︵
取
材
・
文
／
武
末
幸
繁
︶

日
米
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ヴァイス・ワールド・
ニュース日本担当

モンゴメリー花子 さん
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当
院
で
は
、
美
容
医
療
に
特

化
し
た
診
療
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ハ
イ
ド
ロ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
、

フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
、
ダ
ー

マ
ペ
ン
、
ウ
ル
セ
ラ
、
ボ
ト
ッ

ク
ス
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注
入
、

Ｐ
Ｒ
Ｐ
再
生
治
療
、
糸
リ
フ
ト
、

美
容
点
滴
な
ど
、
豊
富
な
施
術

が
あ
り
ま
す
が
、
何
が
効
果
的

で
、
ど
の
施
術
を
選
べ
ば
自
分

の
美
容
目
的
に
合
う
の
か
迷
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？ 

真
の
美
容

効
果
を
発
揮
す
る
に
は
、
複
数

の
施
術
を
組
み
合
わ
せ
る
﹁
組

み
合
わ
せ
治
療
﹂
が
必
要
で

す
。
効
果
の
発
現
ま
で
の
期
間

や
、
追
加
注
入
が
必
要
な
治
療

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
違
い
が
あ

り
ま
す
。
当
院
で
は
、
主
に
肌

の
老
化
に
伴
う
し
わ
や
た
る
み

の
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
治
療
と
、
し

み
や
く
す
み
、
美
白
に
特
化
し

た
医
療
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ン
ケ
ア

治
療
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
治
療
を
組
み
合
わ
せ
、
集
中

し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
驚
く
ほ

ど
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
美
容
に
お
い
て
、
ど

の
治
療
に
お
い
て
も
、
最
初
に

肌
の
根
本
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
顔
の
レ
ー
ザ
ー
脱
毛

で
産
毛
の
処
理
を
行
い
、
そ
の

後
余
分
な
角
質
を
取
り
除
く
ピ

ー
リ
ン
グ
や
ハ
イ
ド
ロ
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
を
行
い
、
肌
が
整
っ
た

後
に
、
お
悩
み
別
の
治
療
を
行

う
と
効
果
的
。
老
化
ケ
ア
に
お

い
て
は
、
ボ
ト
ッ
ク
ス
や
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
、
ハ
イ
フ
治
療
を
半

年
に
1
度
行
い
、
数
か
月
に
1

度
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
フ
ォ
ト
フ

ェ
イ
シ
ャ
ル
や
ダ
ー
マ
ペ
ン
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
お
す
す

め
で
す
。
先
ず
は
年
間
の
美
容

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
季
節

に
合
わ
せ
た
治
療
の
組
み
合
わ

せ
や
、
老
化
の
原
因
と
治
療
を

丁
寧
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
一
年
後

に
素
晴
ら
し
い
結
果
を
手
に
入

れ
る
た
め
の
最
適
な
治
療
を
ご

提
案
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
無
料

肌
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
ぴ
っ
た

り
の
美
容
医
療
の
ル
ー
テ
ィ
ン

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C

美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 
& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

効
果
的
な
美
容
医
療
は
計
画
的
に

https://tawaramart.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.cosmeproud.com
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
生
徒
数

１
７
０
人
、
藤
田
真
祐
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶
は
20
日
、
幼
児
部

で
食
育
保
育
を
行
っ
た
。
園
児

が
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
色
と
り
ど

り
の
エ
プ
ロ
ン
を
持
っ
て
嬉
し

そ
う
に
集
ま
っ
た
。ア
ボ
カ
ド
、

き
ゅ
う
り
、
チ
ー
ズ
、
納
豆
、

カ
ニ
カ
マ
、
ツ
ナ
マ
ヨ
、
魚
肉

ソ
ー
セ
ー
ジ
と
い
っ
た
色
と
り

ど
り
の
食
材
を
使
っ
て
思
い
思

い
の
手
巻
き
寿
司
を
作
り
、
次

か
ら
次
へ
と
お
か
わ
り
を
し

た
。﹁
百
個
食
べ
た
よ
﹂
と
い

う
子
供
も
い
た
ほ
ど
大
盛
況
と

な
っ
た
。
食
事
の
あ
と
に
食
育

絵
本
を
読
み
、
食
べ
物
を
色
ご

と
に
分
け
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

食
べ
物
が
ど
こ
か
ら
来
た
か
を

当
て
あ
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
感
覚

で
身
近
な
食
べ
物
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
海
苔
が
海
か
ら
き
た
と

い
う
こ
と
や
、
知
ら
な
い
言
葉

を
耳
に
す
る
な
ど
、
元
気
い
っ

ぱ
い
で
盛
り
だ
く
さ
ん
な
１
日

と
な
っ
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

食
育
保
育
が
大
盛
況

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

系
列
校
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
︵
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
市
︶
保
育
部
門
は
﹁
お
や

こ
き
ょ
う
し
つ
／
プ
レ
イ
グ
ル

ー
プ
﹂
を
３
年
ぶ
り
に
再
開
し

た
。お
や
こ
き
ょ
う
し
つ
で
は
、

日
本
の
歌
や
手
遊
び
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
季
節
の
行
事
や

製
作
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
ア

ウ
ト
ド
ア
プ
レ
イ
エ
リ
ア
で

は
、
砂
場
遊
び
や
夏
に
は
水
遊

び
が
楽
し
め
る
。
現
在
は
こ
ど

も
の
日
を
テ
ー
マ
に
、
各
保
育

室
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
鯉
の

ぼ
り
が
７
匹
飾
ら
れ
て
い
る
。

特
に
大
き
な
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に

は
、
３
メ
ー
ト
ル
程
の
鯉
の
ぼ

り
と
吹
き
流
し
が
優
雅
に
泳
い

で
お
り
、
子
ど
も
達
の
お
気
に

入
り
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
育
部
門
に
は
﹁
き
り
ん
の

へ
や 

こ
ど
も
園
／
日
本
語
チ

ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
﹂
も
併
設
さ

れ
て
お
り
、
毎
月
３
〜
４
回
の

リ
ト
ミ
ッ
ク
や
運
動
、
折
り

紙
、
季
節
に
応
じ
た
集
い
、
Ｅ

Ｓ
Ｌ
等
を
取
り
入
れ
た
保
育

を
し
て
い
る
。
申
し
込
み
は

随
時
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
７
０
７
、

Ｅ
メ
ー
ルringo.nyikuei@

gm
ail.com

ま
で
。
り
ん
ご

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
１

〜
２
歳
児
対
象
の
日
曜
親
子
体

験
イ
ベ
ン
ト
﹁
お
ひ
さ
ま
く
ら

ぶ
﹂
の
申
し
込
み
も
随
時
受
け

付
け
て
い
る
。

りんごラーニングセンター

親子教室楽しいな
３年ぶりに再開

NJ日本人学校

ジャパン・パレード参加

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は
13

日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ

ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
。
児
童

生
徒
は
20
日
に
開
催
さ
れ
る
運

動
会
の
赤
組
、白
組
に
分
か
れ
、

日
本
国
旗
を
運
ぶ
役
目
と
運
動

会
当
日
に
披
露
す
る
Ｎ
Ｊ
ソ
ー

ラ
ン
紹
介
役
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担

し
、
通
り
を
練
り
歩
い
た
。
児

童
生
徒
及
び
保
護
者
を
含
む
学

校
関
係
者
約
１
０
０
人
は
、
初

め
て
の
パ
レ
ー
ド
参
加
に
も
関

わ
ら
ず
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

人
々
と
世
界
に
向
け
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
の
素
晴

ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

全
日
制
私
立
日
本
人
学
校
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
︵
Ｎ
Ｊ

キ
ャ
ン
パ
ス
：
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
学
園
長 

岡
本
徹
︶
は
、
２
日
間
の
日
程

で
4
年
振
り
と
な
る
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
で
の
説
明
会
を
行
う
。
質

問
の
多
い
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
や
日

米
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
す
る
。

　

5
月
27
日
︵
土
︶
午
前
11
時

か
ら
正
午
12
時
ま
で
、
育
英
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
校
事
務
室　

︵N
ord A

n-
glia International School: 

東
２
丁
目
44
番
地
︶ 

に
て
。
6

月
3
日
︵
土
︶
は
午
後
12
時
45

分
か
ら
午
後
1
時
15
分
ま
で
、

同
学
園
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ

ー
︵
西
１
０
３
丁
目
３
１
０
番

地
︶
に
て
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２

︵
学
園
事
務
局
︶、
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ルinfo@

nyikuei.org

ま

で
。
ま
た
、
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス

の
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
幼
児

部
・
小
学
部
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、

野
球
教
室
、
い
ろ
は
に
ほ
ん
ご

教
室
、2
週
間
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
︶

の
資
料
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

学園説明会
NY育英学園

楽しい

 

週
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http://www.jwsnj.org/
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(13  )　　 ［教　育］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）5 月 27 日（土）

Ｑ　

赴
任
し
て
１
年
半
に
な
り

ま
す
。
現
在
中
学
２
年
生
の
息

子
は
今
秋
か
ら
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

に
通
う
予
定
で
す
が
、
よ
う
や

く
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
環
境

が
変
わ
る
こ
と
に
親
子
で
不
安

を
覚
え
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
高
校
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

せ
っ
か
く
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
ま
た
新
し
い
環
境
に
な
る
の

は
心
配
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
の

高
校
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
我
が
家
の
体
験
を
も
と
に
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
高
校
は
４
年
制

で
す
。
日
本
と
の
大
き
な
違
い

は
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
に
は
ホ

ー
ム
ル
ー
ム
が
な
い
こ
と
で
、

大
学
の
よ
う
に
授
業
ご
と
自
分

が
履
修
す
る
科
目
の
教
室
に
移

動
し
ま
す
。
時
間
割
は
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ま
た
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
先
生
と
相
談
し
な

が
ら
自
分
だ
け
の
も
の
を
作
成

し
ま
す
。
英
語
・
数
学
・
理
科
・

歴
史
な
ど
の
必
修
科
目
と
、
経

済
・
美
術
・
演
劇
・
家
庭
科
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
選
択

科
目
が
あ
り
ま
す
。
上
級
レ
ベ

ル
の
科
目
を
取
る
に
は
そ
の
下

の
レ
ベ
ル
を
履
修
し
て
い
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
計
画

的
に
時
間
割
を
組
む
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
体
育
は
必
修
科

目
で
、
陸
上
や
サ
ッ
カ
ー
等
の

競
技
や
保
健
体
育
の
授
業
の
ほ

か
に
、
運
転
免
許
取
得
の
た
め

の
学
科
を
受
け
ら
れ
る
高
校
も

あ
り
ま
す
。

　

学
期
は
セ
メ
ス
タ
ー
と
呼
ば

れ
前
後
期
２
学
期
制
の
と
こ
ろ

が
多
い
で
す
。
時
間
割
は
曜
日

で
変
わ
る
こ
と
は
な
く
セ
メ
ス

タ
ー
中
は
毎
日
同
じ
で
す
。
成

績
は
授
業
の
出
席
率
、
宿
題
、

小
テ
ス
ト
、
期
末
テ
ス
ト
の
結

果
等
で
決
ま
り
ま
す
。
宿
題
は

提
出
期
限
を
守
る
こ
と
が
成
績

に
お
い
て
か
な
り
重
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出

す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ロ
ッ
カ
ー
は
生
徒
一
人
一

人
に
支
給
さ
れ
、
教
科
書
が
と

て
も
分
厚
く
重
た
い
の
で
そ
れ

ら
を
保
管
し
ま
す
。
授
業
と
授

業
の
間
の
休
み
時
間
に
ロ
ッ
カ

ー
に
行
き
、
教
科
書
を
取
り
替

え
て
次
の
教
室
に
向
か
う
の
で

す
が
、
休
み
時
間
は
５
分
程
度

で
す
の
で
、
時
間
内
で
の
教
室

移
動
や
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ト

イ
レ
に
行
く
か
な
ど
慣
れ
る
の

に
ち
ょ
っ
と
時
間
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
買
っ
た
り

お
弁
当
を
持
っ
て
い
く
生
徒
が

多
い
で
す
が
、
16
歳
に
な
っ
て

運
転
免
許
を
取
得
す
る
と
、
車

に
乗
っ
て
ピ
ザ
を
買
い
に
行
っ

た
り
自
宅
に
戻
っ
て
食
べ
た
り

す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。

　

課
外
活
動
で
す
が
運
動
部
は

シ
ー
ズ
ン
毎
に
変
わ
り
ま
す
。

入
部
す
る
た
め
に
は
ト
ラ
イ
ア

ウ
ト
︵
入
部
テ
ス
ト
︶
を
受
け

る
の
で
す
が
、
秋
の
ス
ポ
ー

ツ
︵
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ

ー
等
︶
の
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
は
夏

休
み
中
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
文
化
部
に
は
美
術
部
や
新

聞
部
、
ク
イ
ズ
研
究
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
よ
う
に
生
徒
会
活
動
も

あ
り
ま
す
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
機
会
も
い
ろ
い
ろ
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
時
間
を
卒
業
要
件
に

し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す

が
、
自
分
の
興
味
に
合
わ
せ
て

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
を
楽

し
む
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
や
タ
レ

ン
ト
シ
ョ
ー
、
吹
奏
楽
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

ス
ピ
リ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ク
と
い
っ

て
、
学
校
の
ロ
ゴ
の
入
っ
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
た
り
、
決
め
ら
れ

た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
服
装
を
し

た
り
し
て
、
学
生
同
士
の
結
束

を
高
め
る
目
的
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
自
由
参
加
で

す
が
無
理
せ
ず
で
き
る
も
の
に

は
参
加
し
て
み
る
と
良
い
経
験

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
へ
の
入
学
は

ア
メ
リ
カ
人
で
も
期
待
と
不
安

を
抱
え
て
迎
え
る
も
の
で
す
。

初
め
の
数
日
間
は
上
級
生
が
教

室
を
案
内
し
て
く
れ
た
り
、
質

問
に
答
え
て
く
れ
た
り
と
新
入

生
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
に

馴
染
め
る
よ
う
に
学
校
側
も
考

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
中
学
時

代
の
友
人
を
頼
り
に
し
な
が

ら
、
焦
る
こ
と
な
く
徐
々
に
人

間
関
係
を
広
げ
て
い
っ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
い
高

校
生
活
が
送
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。

﹁
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の
会
﹂

で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル

に
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配
事
な

ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で
子
育

て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
丁

寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983 年 10 月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        清水紀子相談員
 滞在歴と滞在時の子供の年齢：米国シカゴ（6 年）

長男 11 歳〜 16 歳

アメリカの高校生活 

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
平
本 

秀
次
校
長
︶
は
、
５
月

７
日
と
14
日
の
２
週
に
わ
た

り
、
授
業
参
観
を
行
っ
た
。

　

安
全
対
策
等
で
、
各
学
年
ご

と
に
時
間
を
ず
ら
し
て
の
開
催

と
な
っ
た
。
保
護
者
に
と
っ
て

は
、
子
供
た
ち
が
日
頃
ど
の
よ

う
に
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
を
見
ら
れ
る
良
い
機
会
と
な

っ
た
。
子
供
た
ち
が
一
生
懸
命

発
表
す
る
姿
を
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
で
見
つ
め
る
保
護
者
か
ら

は
、
教
員
の
熱
心
な
指
導
に
感

謝
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

授
業
参
観
を
実
施

楽しい

 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

﹁
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
っ

て
な
に
？
知
っ
て
お
き
た
い
症

状
と
治
療
﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
６
月
13
日

︵
火
︶
午
後
７
時
か
ら
開
催
さ

れ
る
。
︵
日
本
ク
ラ
ブ
・
米
国

日
本
人
医
師
共
催 

︶

　

発
達
障
害
の
ひ
と
つ
で
あ
る

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
は
重

度
の
場
合
、
診
断
に
迷
い
が
少

な
く
早
期
治
療
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
比
較
的
軽
度

の
自
閉
症
に
関
し
て
は
ど
の
よ

う
な
形
で
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
軽
度
の
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
が
ど
の
よ
う
に
学

校
や
家
庭
で
顕
在
化
し
て
く
る

の
か
、
そ
の
対
応
な
ど
を
中
心

に
説
明
す
る
。
講
師
は
斎
藤
恵

真
医
師
︵
ザ
ッ
カ
ー
ヒ
ル
サ
イ

ド
病
院
思
春
期
病
棟
医
長
、
Ｎ

Ｙ
日
本
総
領
事
館
精
神
科
顧
問

医
︶、
質
疑
応
答
で
の
ゲ
ス
ト

パ
ネ
リ
ス
ト
は
加
納
真
紀
医
師

︵
マ
ウ
ン
ト 

サ
イ
ナ
イ 

東
京

海
上
記
念
診
療
所
、
米
国
日
本

人
医
師
会
会
長
︶。

　

参

加

費

無

料

だ

が

要

事

前

登

録
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
w

w
w

.n
ippon

clu
b.org

/
ev

en
t/h

ealth
-w

ebin
ar-

asd/?lang=ja

を
参
照
す
る
。

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
状
と
治
療
法
解
説

日
本
ク
ラ
ブ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

斎
藤
恵
真
医
師

加
納
真
紀
医
師

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
︵
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児
児
童
生

徒
数
１
２
４
人
︶
は
13
日
、
幼

児
部
の
﹁
４
・
５
月
生
ま
れ
の

お
誕
生
会
﹂
を
行
っ
た
。

　

幼
児
は
年
中
の
教
室
へ
集
ま

り
、
誕
生
児
の
保
護
者
と
共
に

誕
生
児
達
の
お
祝
い
を
し
た
。

き
ら
き
ら
と
光
る
冠
帽
子
を
被

っ
た
誕
生
児
達
は
誕
生
児
用
の

席
に
座
り
、
少
し
照
れ
な
が
ら

も
誕
生
日
を
迎
え
た
日
に
ち

や
、
何
歳
に
な
っ
た
の
か
、
好

き
な
食
べ
物
な
ど
の
質
問
に
嬉

し
そ
う
に
応
え
、
他
の
幼
児
達

か
ら
の
﹁
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
﹂
の
言
葉
や
お
祝
い
の
歌
を

喜
ん
で
い
た
。
誕
生
児
の
保
護

者
は
、
子
ど
も
の
名
前
の
由
来

や
ど
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
の

か
を
写
真
等
を
見
せ
な
が
ら
話

し
、
ど
ん
な
子
に
育
っ
て
ほ
し

い
か
な
ど
思
い
を
伝
え
た
。
ま

た
、
保
育
士
に
よ
る
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
も
全
員
で
楽
し
み
、

誕
生
児
達
は
学
園
か
ら
冠
と
星

の
形
を
し
た
写
真
入
り
誕
生
日

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

と
て
も
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
幼
児
部
で

は
、
隔
月
に
誕
生
児
の
保
護
者

を
招
い
た
誕
生
会
を
開
催
し
て

い
る
。

お
誕
生
会

お
誕
生
会

育
英
サ
タ
デ
ー

　

Ｎ
Ｙ
の
教
育
専
門
サ
イ
ト

﹁
チ
ョ
ー
ク
ビ
ー
ト
﹂
は
18
日

付
の
記
事
で
、
人
工
知
能
を
活

用
し
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、
い

わ
ゆ
るC

hatG
PT

の
教
育
現

場
で
の
使
用
が
未
だ
検
討
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
Ｎ
Ｙ
市
公
立

学
校
は
、
教
室
内
で
の
Ａ
Ｉ
利

用
を
促
し
て
い
く
た
め
に
新
た

な
ル
ー
ル
や
リ
ソ
ー
ス
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
伝
え
た
。 

　

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
学
校
で

の
使
用
は
昨
冬
禁
止
さ
れ
、
現

在
も
各
校
長
が
ブ
ロ
ッ
ク
解
除

を
依
頼
し
な
い
限
り
使
用
不
可

と
な
っ
て
い
る
。デ
イ
ビ
ッ
ド
・

バ
ン
ク
ス
同
局
長
は
、
将
来
的

に
授
業
で
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
た

め
に
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
︵
Ｍ
Ｉ
Ｔ
︶
が
考
案
し

た
４
時
間
の
実
務
を
含
む
教
師

向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
生
徒

向
け
に
は
、
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
基

礎
知
識
や
社
会
へ
の
影
響
を
教

え
る
無
料
授
業
の
提
供
な
ど
の

計
画
を
伝
え
た
。
例
え
ば
、
キ

ン
ダ
ー
２
年
生
は
﹁
Ａ
Ｉ
は
何

が
で
き
る
の
か
﹂、
上
級
学
年

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
﹁
パ

イ
ソ
ン
﹂
の
技
術
的
な
指
導
、

そ
の
ほ
か
、
機
械
が
ど
の
よ
う

に
知
識
を
得
る
の
か
、
Ａ
Ｉ
の

バ
イ
ア
ス
、
特
に
若
い
８
歳
程

度
の
児
童
に
は
、
権
利
章
典
の

授
業
の
一
環
と
し
て
起
こ
り
得

る
Ａ
Ｉ
の
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
に
つ
い
て
も
教
え
て

い
く
と
い
う
。 

ＮＹ市公立校で

ChatGPT

AI の活用慎重に計画中

編集部
インターン募集
記事作成・取材助手

miura@nyseikatsu.com

https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
mailto:kazenowabg@gmail.com
http://www.betteratmath.com
https://japaneseschool.org
tel:2122136069
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:miura@nyseikatsu.com
https://www.nipponclub.org/event/health-webinar-asd/?lang=ja
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新俳句グランプリ 2023

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2023は、米国東部時間2023年1月1日12:00AMから2023年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2024年1月分扱いとします。

応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月16日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2024年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。
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北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

柔
ら
か
き
風
口
ず
さ
む
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

清
水
秀
子

Ｔ
Ｎ
州

整
備
跡
残
る
芝
生
に
鼓
草

宇
佐
美
好
子

Ｍ
Ａ
州

春
寒
し
庭
の
パ
ン
ジ
ー
顔
寄
せ
る

デ
レ
ッ
ク
ケ
ー
シ
ー

Ｐ
Ａ
州

　天
空
に
光
散
り
ば
め
春
疾
風グ

ビ
ッ
ツ
麗
子

Ｎ
Ｙ
州

ポ
ト
マ
ッ
ク
千
里
を
想
う
花
筏

森
柾
光
央

Ｎ
Ｙ
州

停
ま
る
た
び
桜
舞
い
散
る
山
手
線

斉
藤
照
枝

Ｎ
Ｙ
州

緑
さ
す
小
道
を
歩
く
傘
美
人

高
良
ア
リ
サ

Ｎ
Ｙ
州

声
ふ
る
え

最
後
の
校
歌

心
か
ら
　
明
渡
正
義

Ｐ
Ａ
州

︵N
orth H

ills M
iddle School G

rade 6 

12
歳)

そ
よ
か
ぜ
に

黒
髪
ゆ
れ
る

い
ち
ご
い
ろ
　

リ
ー
慧
美

Ｐ
Ａ
州

(

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
1

15
歳) 

春
は
雨

た
く
さ
ん
ふ
っ
て

花
が
さ
く
　

渡
部
咲
月

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３
　

8
歳
︶

に
が
ま
ず
い

そ
れ
で
も
春
は

ふ
き
の
と
う
　

横
関

桜

Ｎ
Ｙ
州

(

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
小
５
　
10
歳)

友
達
の

足
音
聞
こ
え
る

春
の
朝

温
ア
ミ
茉
倫
郁

Ｎ
Ｙ
州

︵
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
６
　
11
歳
︶

新
学
期

息
を
吸
っ
て

さ
あ
お
は
よ
う
。

前
田
琶
香

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
１
　
15
歳
︶

ポ
ニ
ー
テ
ー
ル

耳
を
く
す
ぐ
る

春
の
風

宇
佐
美
杏
里
彩

Ｐ
Ａ
州

︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
語
ク
ラ
ブ
　
10
歳
︶

bird on the wire
a feather
in the busker’s cap

─Rick Jackofsky, NY

labyrinth walk
at times, the wind
encouraging

─Julie Schwerin, WI

wood smoke
in her pea coat
late snowfall

─Nancy Brady, OH

the Pleiades--
remembering
all my sisters

─Ruth Holzer, VA 

a photographer
sits in a mustard � eld
changing light

─David Grayson, CA 

in her mailbox
the roar of the sea . . .
his picture postcard

─Barrie N Levine, MA

birdsong
a lilac bush waltzes
with the breeze
─Valentina Ranaldi-Adams, OH

「4月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2023」の4月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未

満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いたこ

とに深く御礼申し上げます。

　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き5月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

5 4/30/23 5/31/23 11:59:59pm 5/31/23

6 6/1/23 6/30/23 11:59:59pm 6/30/23

7 7/1/23 7/31/23 11:59:59pm 7/31/23

8 8/1/23 8/31/23 11:59:59pm 8/31/23

9 9/1/23 9/30/23 11:59:59pm 9/30/23

10 10/1/23 10/30/23 11:59:59pm 10/30/23

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

5 5/1/23 6/5/23 6/6/23 7 7 7

6 6/1/23 7/6/23 7/7/23 7 7 7

7 7/1/23 8/4/23 8/7/23 7 7 7

8 8/1/23 9/5/23 9/6/23 7 7 7

9 9/1/23 10/5/23 10/6/23 7 7 7

10 10/1/23 11/6/23 11/7/23 7 7 7

【訂正とお詫び】

３月セミファイナリストの岩井陽央奈さん
の所属校と年齢記載に間違いがありまし
た。正しくは、ピッツバーグ日本語補習授
業校小６、12歳です。関係者の皆様にお詫
びいたします。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


　
僕
は
、
今
年
の
夏
休
み
に

二
週
間
の
泊
ま
り
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
た
。
ぼ
く
に
と
っ

て
、
こ
ん
な
に
長
い
時
間
、

同
世
代
の
友
達
と
一
緒
に
過

ご
し
た
の
は
、
初
め
て
の
体

験
だ
っ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
て
、
気
づ
い
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
普

段
経
験
す
る
こ
の
で
き
な
い
、

友
達
と
の
共
同
製
作
、
野
宿
、

古
城
探
検
、
ち
ょ
っ
と
危
な

い
こ
と
な
ど
、
他
に
も
様
々

な
こ
と
を
経
験
し
た
。

　
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
日
々
は
、
僕
に
と
っ
て

刺
激
的
で
、
今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
る
。

　
育
英
の
中
等
部
に
な
っ
て

か
ら
、
授
業
の
時
間
が
増
え
、

体
育
が
な
く
な
り
、
休
み
時

間
が
少
な
く
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
小
学
部
に
通
っ
て
い
た

僕
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
だ

っ
た
。
僕
に
と
っ
て
育
英
は
、

勉
強
も
す
る
け
れ
ど
、
友
達

と
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
所

だ
っ
た
。
だ
け
ど
、
今
は
勉

強
す
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
で
、

前
の
様
な
楽
し
さ
が
減
っ
た

と
思
う
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ
り
こ

の
三
年
間
毎
年
行
っ
て
い
た

バ
ス
で
の
遠
足
が
出
来
な
い

で
い
る
。
中
学
部
に
入
る
と

も
ち
つ
き
大
会
へ
の
参
加
も

な
く
な
っ
た
。
今
僕
に
と
っ

て
育
英
は
、
日
本
語
の
勉
強

を
学
ぶ
こ
と
を
メ
イ
ン
に
通

う
場
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
ぼ
く
は
、
提
案
し

た
い
。
確
か
に
今
の
状
況
で

は
ま
だ
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
育
英
の
友
達
と
一
緒

に
林
間
学
校
に
参
加
で
き
た

ら
よ
い
な
と
思
う
。
学
校
と

い
う
場
所
は
勉
強
だ
け
で
な

く
、
楽
し
い
思
い
出
作
り
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

れ
が
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な

り
、
も
っ
と
勉
強
意
欲
が
湧

く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
僕
が
感
じ
た
林
間
学
校
の

良
さ
を
あ
げ
て
み
た
い
と
思

う
。
ま
ず
、
色
々
な
経
験
が

で
き
る
。
例
え
ば
み
ん
な
で

一
緒
に
カ
レ
ー
や
う
ど
ん
を

作
っ
た
り
、
工
作
し
た
り
、

日
々
の
生
活
の
中
で
は
友
達

と
し
な
い
よ
う
な
経
験
が
で

き
る
。
大
自
然
の
中
で
、
七

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
所
か
ら

滝
つ
ぼ
に
飛
び
込
ん
だ
り
、

滝
を
登
っ
て
滝
の
裏
側
に
入
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「
マ
マ
、
パ
パ
、
メ
イ
ン
州
っ

て
知
っ
て
い
る
？
」
現
地
校

四
年
生
の
社
会
の
授
業
で
一

人
一
州
、
そ
れ
ぞ
れ
州
に
つ

い
て
調
べ
て
発
表
を
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

僕
は
メ
イ
ン
州
に
つ
い
て
調

べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

知
ら
な
か
っ
た
の
で
家
族
に

聞
い
て
み
る
と
、
家
族
も
あ

ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
メ
イ
ン
州
は
灯
台
が
六
五

個
あ
り
、
全
米
一
の
数
で
最

も
人
が
訪
れ
る
の
は
ア
ケ
イ

デ
ィ
ア
で
す
。
特
産
物
は
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
で
全
米
の
99
％

が
メ
イ
ン
州
か
ら
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。
場
所
は
ア
メ
リ

カ
の
北
端
で
カ
ナ
ダ
と
接
し

て
い
ま
す
。

　
僕
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
な

が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
を
作
り
、
一
番
良
い
成

績
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し

て
メ
イ
ン
州
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
家
族
も
す
っ
か

り
メ
イ
ン
州
が
好
き
に
な
り
、

行
っ
て
み
た
い
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
日
本
に
帰
り

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
航
空

券
が
す
ご
く
高
く
て
諦
め
ま

し
た
。
代
わ
り
に
飛
行
機
を

使
わ
な
く
て
も
い
け
る
、
家

族
み
ん
な
が
行
っ
て
み
た
か

っ
た
メ
イ
ン
州
に
行
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
飛
行
機
を
使
わ
な
く
て
も

い
け
る
と
思
っ
た
け
れ
ど
、

僕
の
住
ん
で
い
る
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
か
ら
は
車
で
七
時
間
か

か
り
、
す
ご
く
疲
れ
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
一
番
気
に
な
っ

て
い
た
ア
ケ
イ
デ
ィ
ア
国
立

公
園
に
行
き
ま
し
た
。
山
だ

と
思
っ
た
ら
中
に
は
と
て
も

綺
麗
な
海
が
あ
り
、
僕
は
弟

と
一
緒
に
波
打
ち
際
ま
で
走

っ
て
い
き
ま
し
た
。
波
が
大

き
く
て
、
す
ぐ
深
く
な
り
、

口
に
塩
水
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。
砂
は
サ
ラ
サ
ラ
で
、
お

父
さ
ん
が
僕
の
足
を
砂
の
中

に
埋
め
る
と
、
僕
は
弟
と
同

じ
高
さ
の
背
に
な
り
ま
し
た
。

周
り
を
見
渡
す
と
崖
や
岩
に

囲
ま
れ
て
い
て
、
人
の
姿
が

小
さ
く
見
え
ま
し
た
。
僕
も

登
っ
て
み
た
い
と
思
い
行
っ

て
み
る
と
、
想
像
よ
り
も
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
い
て
滑
り
や
す

く
て
隙
間
も
あ
り
、
母
は
途

中
か
ら
進
め
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
僕
と
父
と
弟

は
た
く
さ
ん
の
岩
を
歩
き
ま

し
た
。
岩
を
歩
い
て
海
へ
ぬ

け
る
の
が
ス
リ
ル
が
あ
っ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
午
後
八
時
に
は
山
頂
か
ら

日
の
入
り
を
見
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
事
前
予
約
を
し
て
い

な
い
と
入
れ
ま
せ
ん
。
岩
登

り
を
楽
し
み
過
ぎ
て
、
予
約

の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
に
な
り
、

駐
車
場
が
空
い
て
お
ら
ず
、

遠
く
に
停
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
車
を
降
り
る
と
物

す
ご
い
風
が
吹
い
て
い
て
寒

か
っ
た
け
れ
ど
、
日
の
入
り

に
間
に
合
う
よ
う
に
全
力
で

走
り
ま
し
た
。
カ
モ
メ
も
飛

ん
で
い
た
け
れ
ど
風
に
吹
か

れ
て
し
ま
い
、
自
分
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
僕
の
弟
も
風
に
飛

ば
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
危
な

か
っ
た
で
す
。

　
次
の
日
は
朝
早
く
起
き
て

パ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
を
目
指
し
ま

し
た
。
パ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
は

一
万
年
前
に
氷
河
の
侵
食
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
サ
ウ
ス

バ
ブ
ル
の
頂
上
を
見
下
ろ
す

崖
の
端
に
ゆ
っ
く
り
と
形
成

さ
れ
ま
し
た
。
パ
ブ
ル
ロ
ッ

ク
は
山
の
上
か
ら
転
が
り
落

ち
そ
う
な
角
度
で
丸
い
岩
が

あ
り
ま
す
。
僕
の
十
倍
以
上

の
サ
イ
ズ
の
岩
で
す
。
弟
と

押
し
て
み
た
け
れ
ど
落
ち
な

か
っ
た
で
す
。
い
つ
か
落
ち

て
し
ま
う
日
が
来
る
の
か
、

怖
い
で
す
。

　
ア
ケ
イ
デ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン

ト
を
全
て
回
る
と
、
激
し
い

雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
山

の
上
か
ら
は
、
向
こ
う
側
か

ら
雨
が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て

く
る
の
が
見
え
ま
す
。
見
え

て
か
ら
車
に
避
難
し
た
け
れ

ど
間
に
合
わ
ず
、
濡
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
森
の
中

で
激
し
い
雨
に
遭
遇
す
る
こ

と
が
な
く
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　
雨
が
や
ま
な
く
て
も
う
歩

け
な
い
の
で
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

に
向
か
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
全
米
最
大

の
輸
入
貨
物
を
扱
う
港
で
す
。

港
を
散
歩
し
た
後
、
日
本
人

が
経
営
し
て
い
る
ウ
ニ
工
場

に
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

ナ
マ
コ
の
加
工
を
し
て
い
る

の
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

す
ご
い
速
さ
で
身
を
取
り
出

し
て
い
て
、
ま
る
で
二
倍
再

生
の
よ
う
で
し
た
。
ウ
ニ
や

お
刺
身
を
買
っ
て
食
べ
た
け

れ
ど
、
あ
ま
り
僕
は
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご

飯
と
海
苔
が
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

　
最
後
に
灯
台
を
い
く
つ
も

回
り
ま
し
た
。
僕
が
一
番
好

き
だ
っ
た
の
は
ツ
ル
ツ
ル
の

岩
を
登
っ
た
先
に
あ
る
、
海

に
浮
か
ぶ
灯
台
で
す
。
ぬ
け

る
よ
う
な
青
い
空
で
し
た
。

　
今
回
、
自
分
で
調
べ
た
こ

と
を
も
と
に
、
メ
イ
ン
州
を

旅
す
る
こ
と
が
で
き
て
す
ご

く
面
白
か
っ
た
で
す
。
ア
メ

リ
カ
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん
の

州
が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
色

ん
な
州
を
実
際
に
見
て
み
た

い
で
す
。

　
　
　（
滞
米
３
年
６
か
月
）

　
私
が
座
右
の
銘
に
し
た
い

言
葉
は
、
「
明
日
は
明
日
の
風

が
吹
く
」
で
す
。
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
マ
ー
ガ 

レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
言

っ
た
言
葉
で
す
。
1
9
3
6

年
に
書
か
れ
た
本
「
明
日
は

明
日
の
風
が
吹
く
」
の
中
に

出
て
く 

る
言
葉
で
す
。 

　
私
が
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ

理
由
は
、
い
つ
も
先
の
こ
と
、

明
日
の
こ
と
を
心
配
し
て
い

る
の
で
、
も
っ
と
現
在
の
事 

を
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
か

ら
で
す
。
自
分
は
明
日
死
ぬ

か
も
知
れ
な
い
の
で
、
明
日

の
事
で
は
な
く
、
今
日
一
日 

を
精
一
杯
生
き
る
ほ
う
が
良

い
で
す
。
最
近
、
現
地
校
の

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ス
で
テ

ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

テ
ス 

ト
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

成
績
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
そ
の
テ
ス
ト
の
前

日
、
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
た
け

れ
ど
、 

ま
だ
テ
ス
ト
の
こ
と

を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
結

果
は
1
0
0
点
だ
っ
た
の
で
、

心
配
し
て
い
る
よ
り
も
っ
と

楽
し
い
こ
と
を 

し
て
い
れ
ば

良
か
っ
た
な
と
今
に
な
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

水
泳
大
会
の
前
の
日
、
い
つ

も
明
日
の
こ
と 

を
考
え
て
ド

キ
ド
キ
し
ま
す
。
そ
う
な
る

と
い
つ
も
元
気
が
な
く
な
り

ま
す
。
ど
う
し
て
い
つ
も
心

配
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な 

い
ん

だ
ろ
う
と
常
に
考
え
て
い
ま

す
。

　
あ
る
日
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
言
っ
た
「
明

日
は
明
日
の
風
が
吹 

く
」
と

い
う
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
か
ら
、

い
つ
も
明
日
の
こ
と
を
心
配

し
て
い
る
時
に
自
分 

に
「
明

日
は
明
日
の
風
が
吹
く
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
言
葉
は
私
だ
け
で
な
く
、

学
校
の
友
達
も
助
け 

て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
友
達
は
、
次

の
日
に
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
の
こ

と
を
心
配
し
て
い
た
の 

で
、

私
は
「
明
日
は
明
日
の
風
が

吹
く
」
と
伝
え
ま
し
た
。「
明

日
の
こ
と
じ
ゃ
な
く
今
日
の

こ
と
、
練
習
す
る
こ
と
を 

考

え
て
」
と
言
っ
て
あ
げ
ま
し

た
。
す
る
と
、
友
達
は
次
の

日
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
チ

ー
ム
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ
ェ

ル
の
言
葉
が
私
の
友
達
に
影

響
を
与
え
た
と
信
じ
て
い
ま

す
。 

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ

ェ
ル
の
言
葉
で
、
私
は
先
の

こ
と
を
心
配
す
る
よ
り
今
の

こ
と
し
か
考
え
な
い
方
が
良

い
と 

学
び
ま
し
た
。
今
ま
で

の
私
の
人
生
で
、
こ
の
言
葉

に
何
度
も
助
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
次
の
日
の
こ

と
を 

心
配
す
る
と
き
は
い
つ

も
こ
れ
を
自
分
に
言
い
聞
か

せ
ま
す
。「
明
日
は
明
日
の
風

が
吹
く
」。

　
　
　
　
　
　（
滞
米
12
年
）

「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
」

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
ズ
　
翠

　
み
な
さ
ん
は
、
ま
き
ず
し

を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
ぼ
く
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
作
っ
た
ま
き
ず
し
の
作

り
方
を
説
明
し
ま
す
。

　
始
め
に
、
ま
き
す
を
広
げ

て
、
そ
の
上
に
大
き
な
の
り

を
お
き
ま
す
。
そ
し
て
、
す

し
ご
は
ん
を
平
た
く
う
す
く

の
り
の
上
に
の
せ
ま
す
。

　
次
に
、
す
し
玉
子
、
か
ん

ぴ
ょ
う
、
き
ゅ
う
り
、
か
に

か
ま
ぼ
こ
、
ゆ
で
た
ほ
う
れ

ん
草
、
で
ん
ぶ
を
ご
は
ん
の

ま
ん
中
に
重
な
る
よ
う
に
お

き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
手
前
か
ら
両
手

で
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
と
し
め
な

が
ら
ま
い
て
い
き
ま
す
。

　
さ
い
ご
に
二
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
は
ば
で
切
っ
て
で
き
あ

が
り
で
す
。
切
る
と
ピ
ン
ク

の
で
ん
ぶ
が
き
ら
き
ら
光
っ

て
き
れ
い
で
す
。

　
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
作

っ
て
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら

食
べ
た
ま
き
ず
し
の
味
は
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
ま
き
ず
し
を
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　（
滞
米
10
年
）

「
メ
イ
ン
州
」

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
風
翔

■児童生徒作文のページ■

（記載学年は応募時のものです）

「まきずしの作り方」
　　　　　ピッツバーグ補習授業校小６

　　　　　　　　　　　　明渡　真信

■
お
詫
び
と
訂
正
■
本
紙
５
月
20
日
号
本
欄
掲
載
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

ネ
ー
ム
ザ
ー
佐
依
門
さ
ん
の
氏
名
を
ネ
ム
ー
ザ
ー
左
依
門
と
間
違
っ
て
記
載
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
同
時
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
学
校
生
活
で
や
り
た
い
こ
と
」

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
P
W
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
梨
　
航
成

っ
た
り
、
古
城
の
中
を
探
検
し

た
り
し
た
。
ど
れ
も
一
人
だ
と

な
か
な
か
で
き
な
い
が
、
友
達

と
や
る
こ
と
で
挑
戦
で
き
た
。

　
友
達
同
士
で
け
ん
か
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
長
く
一
緒
に
い

る
こ
と
で
、
が
ま
ん
が
必
要
な

こ
と
も
あ
る
と
学
ん
だ
。
出
来

な
い
こ
と
は
協
力
し
て
助
け
合

っ
た
。
相
手
を
思
い
や
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
た
。
た
っ
た

の
二
週
間
だ
っ
た
け
れ
ど
お
互

い
の
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
た
と

思
う
。

　
僕
は
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に
行

く
こ
と
も
あ
り
、
自
然
の
中
で

過
ご
す
の
が
好
き
だ
。
今
回
友

達
と
野
宿
を
し
た
と
き
は
、
満

天
の
空
を
眺
め
な
が
ら
寝
た

り
、
夜
遅
く
ま
で
た
き
火
を
囲

い
な
が
ら
友
達
と
話
し
た
。
自

然
の
中
で
友
達
と
過
ご
し
た

日
々
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
と
な
っ
た
。

　
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
育

英
の
友
達
と
体
験
し
た
い
と
思

っ
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な

る
し
学
校
の
友
達
と
の
楽
し
い

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
育
英
の

登
校
も
前
よ
り
も
っ
と
楽
し
く

な
る
と
思
う
。
楽
し
い
思
い
出

が
あ
る
と
、
勉
強
ば
か
り
の
中

学
も
頑
張
る
意
欲
が
湧
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　（
滞
米
13
年
３
か
月
）

https://japaneseschool.org


・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

2023 年（令和 5 年）5 月 20 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ LIVING in USA］　　(16  )

 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
新
築

で
は
、
ガ
ス
を
使
用
す
る
配
管

設
備
が
禁
止
と
な
る
。
市
議
会

は
5
月
、
自
然
環
境
問
題
へ
の

対
策
と
し
て
２
０
２
６
年
か
ら

２
０
２
９
年
に
２
２
９
億
ド
ル

の
予
算
を
確
保
し
、
建
物
の
大

き
さ
に
よ
っ
て
順
次
ガ
ス
の
配

管
設
備
を
禁
止
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
7
階
建
て
以
下
の
新
築

は
、
２
０
２
５
年
12
月
31
日
か

ら
禁
止
さ
れ
る
。
8
階
以
上
の

新
築
は
28
年
12
月
31
日
か
ら
の

禁
止
と
な
る
。
し
か
し
、
同
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
以
前
に
建

っ
た
建
物
に
関
し
て
は
、
今
後

も
ガ
ス
の
配
管
設
備
や
ス
ト
ー

ブ
の
使
用
を
続
け
る
こ
と
や
、

新
し
い
も
の
に
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
複
数
の
例
外
が
あ
る
。

製
造
工
場
や
研
究
所
、
レ
ス
ト

ラ
ン
等
は
同
法
の
対
象
外
で
あ

り
、
一
般
家
庭
に
お
い
て
も
、

電
気
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に

備
え
、
非
常
用
電
源
と
し
て
ガ

ス
や
オ
イ
ル
を
持
っ
て
お
く
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。

恒
例
赤
ち
ゃ
ん
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ 

主
張
的
な
名
前
も
急
上
昇

米
社
会
保
障
局
︵
Ｓ
Ｓ
Ａ
︶
は

こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
２
年
に
誕

生
し
た
幼
児
の
名
前
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
、
男
女
と
も
1
位

は
21
年
と
変
わ
ら
ず
、
女
子
は

オ
リ
ビ
ア
、
男
子
は
リ
ア
ム
が

最
多
だ
っ
た
。 

　

男
子
は
次
い
で
２
位
ノ
ア
、

３
位
オ
リ
バ
ー
、
４
位
ジ
ェ
ー

ム
ズ
、
５
位
エ
リ
ヤ
で
、
21
年

比
で
は
上
位
３
位
は
変
わ
ら

ず
、
４
位
と
５
位
は
順
位
が
逆

転
し
た
。
女
子
は
以
下
２
位
エ

マ
、
３
位
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
４

位
ア
メ
リ
ア
、
５
位
ソ
フ
ィ
ア

で
、
上
位
４
位
は
変
わ
ら
ず
、

昨
年
５
位
だ
っ
た
ア
ヴ
ァ
が
６

位
に
降
格
し
た
。
リ
ア
ム
は
16

年
以
降
、
エ
マ
は
17
年
以
降
、

継
続
し
て
１
位
の
座
を
維
持
し

て
い
る
。 

　

同
局
は
１
８
８
０
年
か
ら
幼

児
の
名
前
を
記
録
し
て
お
り
、

97
年
か
ら
﹁
最
も
人
気
の
赤
ち

ゃ
ん
の
名
前
﹂
リ
ス
ト
を
公
表

し
て
い
る
。
過
去
１
０
０
年
間

で
は
、
男
子
で
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ

が
最
も
多
く
、
次
い
で
ロ
バ
ー

ト
、
ジ
ョ
ン
で
、
女
子
で
は
メ

ア
リ
ー
、
パ
ト
リ
シ
ア
、
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
と
な
っ
て
い
る
。 

　

一
方
、
人
気
上
昇
が
最
も

著
し
か
っ
た
の
は
、
女
子
で

はW
renlee

︵
レ
ン
リ
ー
︶、

N
eriah

︵
ネ
ラ
イ
ア
︶、A

rlet

︵
ア
ー
レ
ッ
ト
︶、G

eorgina

︵
ジ
ョ
ー
ジ
ナ
︶、 A

m
iri 

︵
ア

ミ
リ
︶、男
子
で
はD

utton

︵
ダ

ッ
ト
ン
︶、Kayce

︵
ケ
イ
ス
︶、

C
hosen

︵
チ
ョ
ー
ズ
ン
︶、

K
haza

︵
カ
ー
ザ
︶、E

ithan

︵
イ
ー
サ
ン
︶
だ
っ
た
。
赤
ち

ゃ
ん
の
名
前
専
門
家
で
﹃
ザ
・

ベ
ビ
ー
・
ネ
ー
ム
・
ウ
ィ
ザ
ー

ド
﹄
著
者
の
ロ
ー
ラ
・
ワ
ッ
テ

ン
バ
ー
グ
氏
は
名
付
け
の
傾
向

に
つ
い
て
、
以
前
は
文
化
的
規

範
に
沿
う
こ
と
を
意
識
し
て
い

た
が
﹁
今
日
は
、
文
化
は
﹃
適

合
す
る
﹄
よ
り
も
﹃
抜
き
ん
で

る
、
突
き
出
る
﹄
で
あ
り
、
選

択
は
無
限
で
あ
る
﹂
と
話
し
て

い
る
。

女子はオリビア
男子はリアム

Ｎ
Ｙ
市
の
新
築
物
件

ガ
ス
配
管
設
備
禁
止

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家
賃
は
依
然
と
し
て
高
騰
を
続
け
て
お

り
、
現
在
は
単
身
者
で
も
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
に

住
む
人
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
エ
リ
ア
は
２
０
０
０
年
以
降

住
宅
街
の
急
速
な
発
展
と
高
級
化
が
進
み
、
今
で
も
継
続
し

て
い
る
が
、
す
っ
か
り
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

な
っ
た
感
が
あ
る
。
現
地
校
も
評
判
が
よ
く
、
小
さ
い
子
ど

も
連
れ
に
人
気
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
が
、
ス
タ
ジ
オ
タ

イ
プ
の
物
件
も
多
く
あ
る
た
め
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
働
く
単

身
者
に
も
人
気
の
地
区
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
沿
い
に
建
つ
物
件
の

31
階
の
ス
タ
ジ
オ
で
、
リ
ビ
ン
グ
か
ら
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
と

そ
の
向
こ
う
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
景
色
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
よ
り
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い

る
こ
と
が
実
感
で
き
る
物
件
の
一
つ
だ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま

で
地
下
鉄
で
1
駅
と
通
勤
に
も
便
利
で
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ム
ホ

ー
ム
の
時
は
、
息
抜
き
に
ビ
ル
の
サ
ン
デ
ッ
キ
で
ラ
ン
チ
、

週
末
は
川
沿
い
の
公
園
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
あ
と
近
所
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
ブ
ラ
ン
チ
、
夜
は
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
巡
り
で
話
題
の

地
ビ
ー
ル
を
堪
能
な
ど
、
喧
騒
か
ら
少
し
だ
け
離
れ
た
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
で
自
分
だ
け
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ

イ
フ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。

　

家
賃
は
３
４
４
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
８
６
６
・
６
２
２
・
２
２
２
８
、

Ｅ
メ
ー
ル　

ykikuta@
redacinc.com

︵
写
真
提
供
・
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
オ
フ
ィ
ス
︶

単身者に人気のロングアイランドシティー

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://kiku-ny.com
mailto:info@tsutech.com
mailto:ykikuta@redacinc.com
mailto:ykikuta@redacinc.com
mailto:ykikuta@redacinc.com
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人
体
の
乾
燥
重
量
の
半
分

は
、
脂
肪
で
す
。
脳
の
乾
燥
重

量
の
60
％
は
脂
肪
で
す
。
全
て

の
細
胞
膜
と
細
胞
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
も
、
そ
の
大
部
分
が

脂
肪
で
出
来
て
い
ま
す
。
多
く

の
ホ
ル
モ
ン
と
神
経
伝
達
物
質

な
ど
の
活
性
物
質
も
脂
肪
。
骨

髄
は
、
血
液
細
胞
、
免
疫
細
胞
、

骨
細
胞
な
ど
の
健
康
維
持
に
欠

か
せ
な
い
細
胞
た
ち
の
生
産
工

場
で
す
が
、
そ
の
70
％
が
脂
肪

で
す
。
脂
肪
が
健
康
維
持
に
必

要
な
理
由
は
、
ま
だ
ま
だ
挙
げ

れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
心
の
安
定
を
保
つ

に
は
、
基
本
的
に
正
し
い
食
生

活
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
心
の

病
気
の
原
因
は
、
栄
養
失
調
の

な
か
で
も
、
特
に
脂
肪
失
調
に

よ
る
脳
機
能
の
低
下
で
あ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

４
回
の
コ
ラ
ム
を
通
し
て
ご
説

明
し
ま
し
た
よ
う
に
、
脂
肪
に

は
、
健
康
維
持
に
必
要
な
良
質

の
脂
肪
と
、
病
気
の
原
因
と
な

る
悪
質
の
脂
肪
が
存
在
し
ま

す
。
心
の
安
定
に
必
要
な
の
は
、

も
ち
ろ
ん
良
質
の
脂
肪
で
す
。

　

良
質
の
脂
肪
供
給
源
の
な
か

で
も
、
私
が
み
て
き
た
多
く
の

う
つ
病
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た
ち

が
、
口
を
そ
ろ
え
て
そ
の
効
果

に
驚
き
を
表
す
の
は
、
生
卵
の

黄
身
３
個
で
す
。
卵
を
生
で
食

べ
る
に
は
良
質
の
卵
を
選
ぶ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
親
鶏
が
放
牧

さ
れ
て
自
由
に
走
り
回
り
、
彼

ら
の
生
態
系
に
自
然
な
餌
を
与

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
条

件
で
す
。
自
然
な
姿
を
尊
重
さ

れ
て
育
っ
た
鶏
は
免
疫
力
が
高

く
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
雑
菌

が
繁
殖
し
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。
特
に
う
つ
病
な

健
康
維
持
に
必
要
な
食
べ
物
は
、
脂
肪
だ
っ
た
！ 

５

う
つ
病
治
療
は
、
生
の
卵
黄
３
個
か
ら
始
ま
る

ど
の
心
の
病
気
を
治
し
た
い
人

は
、
朝
食
に
生
の
卵
黄
３
個
を

お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
脳

内
化
学
物
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
整

い
、
甘
い
菓
子
パ
ン
な
ど
の
糖

質
類
の
ク
レ
イ
ビ
ン
グ
が
起
こ

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
甘
い
も

の
の
ク
レ
イ
ビ
ン
グ
は
、
脳
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
な
る
こ
と

で
起
こ
り
ま
す
。
糖
は
脂
肪
に

比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
換

が
簡
単
で
、
ま
る
で
マ
ッ
チ
が

燃
え
る
よ
う
に
瞬
間
的
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
高
め
て
く
れ
る
た

め
、
栄
養
失
調
の
人
々
が
砂
糖

中
毒
、
あ
る
い
は
ク
レ
イ
ビ
ン

グ
に
陥
り
や
す
い
の
で
す
。
で

も
、
砂
糖
を
消
化
す
る
に
は
、

食
べ
た
砂
糖
の
量
の
４
倍
の
全

て
の
栄
養
素
を
使
っ
て
し
ま
う

事
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
砂

糖
を
食
べ
れ
ば
食
べ
る
ほ
ど
、

栄
養
失
調
に
な
っ
て
い
く
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
砂

糖
ク
レ
イ
ビ
ン
グ
と
栄
養
失

調
、
特
に
脂
肪
失
調
は
、
心
と

体
を
蝕
む
悪
循
環
な
の
で
す
。

　

こ
の
悪
循
環
か
ら
、
あ
る
い

は
う
つ
病
か
ら
脱
皮
す
る
た
め

に
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
ヨ
ー
グ
ル
ト
シ
ェ

ー
ク
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。
放

牧
鳥
の
生
の
卵
黄
３
個
︵
生
の

卵
白
を
生
の
卵
黄
と
一
緒
に
食

べ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
卵
白
の
成
分
が
卵
黄
に
含

ま
れ
る
栄
養
の
吸
収
を
妨
げ
て

し
ま
い
ま
す
︶
と
生
ミ
ル
ク
か

ら
作
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
カ
ッ
プ

１
杯
に
、
生
ハ
チ
ミ
ツ
を
少
々

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。
こ
れ
を

朝
食
に
、
毎
日
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

着
物
の
生
地
を
使
っ
て
芸

術
作
品
を
作
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、

岡

田

真

由

子

の

個

展

﹁K
IM

O
N

O
 R

E
B

O
R

N

﹂
が

30
日
︵
火
︶
か
ら
6
月
20
日

︵
火
︶
ま
で
、
ケ
イ
ト
・
オ

ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵K

ate O
h 

G
allery

：
東

72
丁
目

31
番

地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
同
展
で

は
、
美
と
命
の
再
生
を
テ
ー
マ

に
し
た
15
点
の
作
品
を
岡
田

は
﹁
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共

に
、
も
う
着
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
、
し
か
し
捨
て
ら
れ
る
に
は

あ
ま
り
に
も
美
し
い
着
物
た
ち

が
新
た
な
命
を
受
け
、
創
造
性

と
革
新
性
が
融
合
し
た
、
現
代

ア
ー
ト
の
可
能
性
を
堪
能
い
た

だ
け
る
展
覧
会
﹂
と
述
べ
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
午
前

11
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
月

曜
休
廊
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
6
月
1
日
︵
木
︶

午
後
６
時
か
ら
8
時
。
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
へ
の
参
加
予
約
は
Ｅ
メ

ー
ルinfo@

kateohgallery.
com

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

kateohgallery.com
/

作

品

の

タ

イ

ト

ル

は

﹁VAYAG
E

﹂

岡
田
真
由
子
Ｎ
Ｙ
展

着
物
の
生
地
で
ア
ー
ト

　

今
年
の
春
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ア

に
は
、
や
っ
と
本
格
的
に
世
界

の
顧
客
が
戻
っ
て
き
た
。
中
で

も
ハ
ド
ゾ
ン
ヤ
ー
ド
に
あ
る

ザ
・
シ
ェ
ッ
ド
で
開
催
の
フ
リ

ー
ズ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵Frieze 

N
ew

 Y
ork

、
5
月
17
〜
21

日
︶に
出
展
の
ペ
ロ
タ
ン
で
は
、

加
藤
泉
︵
１
９
６
９
年
〜
︶
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
品

全
て
が
初
日
に
完
売
し
た
。
独

特
の
人
型
を
あ
し
ら
っ
た
作
品

は
、
石
や
木
に
も
魂
が
宿
る
と

い
う
神
道
の
考
え
に
基
づ
く
。

加
藤
は
１
９
９
２
年
に
武
蔵
野

美
術
大
学
造
形
学
部
油
絵
科
を

卒
業
、
東
京
と
香
港
を
拠
点
と

し
、
２
０
０
７
年
に
第
52
回
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

に
参
加
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
ペ
ロ

タ
ン
で
は
14
年
に
香
港
で
初
め

て
個
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　

英
国
系
の
ホ
ワ
イ
ト
・
キ
ュ

ー
ブ
は
、
パ
ー
ク
ア
べ
ニ
ュ

ー
・
ア
ー
モ
リ
ー
で
開
催
の
Ｔ

Ｅ
Ｆ
Ａ
Ｆ
︵
5
月
12
−
16
日
︶

と
フ
リ
ー
ズ
に
出
展
し
、
イ
サ

ム
・
ノ
グ
チ
︵
１
９
０
４
〜

１
９
８
８
︶
の
彫
刻Shaft &

 
R

oot,1982-83 (2020)

な
ど

を
３
点
展
示
。
い
ず
れ
も
彼
の

晩
年
１
９
８
０
年
代
に
制
作
さ

れ
た
金
属
製
彫
刻
を
２
０
２
０

年
以
降
に
復
元
し
た
も
の
。
ノ

グ
チ
な
ら
で
は
の
モ
ダ
ン
で
洗

練
さ
れ
た
美
し
い
作
品
群
だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
系
の
ナ
ラ
・
ロ
ー

ス
ラ
ー
は
Ｔ
Ｅ
Ｆ
Ａ
Ｆ
で
大
竹

富
江
︵
１
９
１
３
〜
２
０
１
５ 

︶

の
絵
画
を
出
し
て
い
た
。
大
竹

は
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
化

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
文
化
勲
章
を

う
け
、１
０
１
歳
で
他
界
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
系
で
ロ
ー
ワ
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
構
え
る
Ｇ
Ｒ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
ヴ
ォ
ル
タ
︵
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｔ

Ａ)

に
参
加
し
、
3 (three) 

に
よ
る
日
本
の
ア
ニ
メ
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
を
ぎ
っ
し
り
組
み
合
わ

せ
た
ポ
ッ
プ
な
作
品
３
点
を
紹

介
し
て
人
気
を
集
め
て
い
た
。

１
９
８
６
年
福
島
県
生
ま
れ
の

川
崎
弘
紀
、
佐
々
木
周
平
、
小

出
喜
太
郎
か
ら
な
る
ア
ー
ト
ユ

ニ
ッ
ト
で
、
09
年
に
結
成
。

︵
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
　
佐
藤
恭
子
︶

Ｎ
Ｙ
市
内
各
所
で
ア
ー
ト
フ
ェ
ア

加
藤
泉
の
作
品
は
完
売

フ
リ
ー
ズ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

Installation view 
of Perrotin's 
booth at Frieze 
New York, 2023. 
©Izumi Kato. 
Photographer: 
Guillaume 
Ziccarelli. 
Courtesy of the 
artist and Perrotin.

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://goshikiprinting.com/
https://shopnyseikatsu.com/
NaturalHealingArtists.com
https://www.kateohgallery.com/


　

本
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

の
主
人
公
、
徳
川
家
康
に
ゆ
か

り
の
あ
る
地
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
静
岡
。
そ
ん
な
静
岡
県

の
中
部
に
は
、
大
人
も
子
供
も

楽
し
め
る
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
。
一
時
帰
国
の
際

に
、
親
子
孫
３
世
代
が
一
緒
に

楽
し
い
思
い
出
を
作
れ
る
旅
を

企
画
す
る
な
ら
、
静
岡
が
お
ス

ス
メ
だ
。
そ
ん
な
静
岡
の
魅
力

を
、
県
中
部
で
創
業
１
０
７
年
、

五
代
に
亘
っ
て
ホ
テ
ル
・
旅
館

を
営
む
﹁
中
島
屋
ホ
テ
ル
ズ
﹂

の
代
表
取
締
役
社
長
、
鈴
木
健

太
郎
さ
ん
に
伺
っ
た
。 

---

夏
休
み
に
一
時
帰
国
す
る

日
本
人
家
族
に
静
岡
観
光
を
推

し
た
い
理
由
と
ア
ピ
ー
ル
点

は
？

　

静
岡
県
は
日
本
列
島
の
ほ
ぼ

真
ん
中
に
位
置
し
、
帰
国
中
の

親
子
だ
け
で
な
く
地
方
に
住
む

実
家
の
ご
両
親
も
呼
ん
で
３
世

代
で
集
ま
り
や
す
い
場
所
で

す
。
特
に
、
首
都
圏
、
中
京
圏

か
ら
は
新
幹
線
で
１
時
間
で
ア

ク
セ
ス
も
抜
群
で
す
。
駿
河
湾

と
富
士
山
の
絶
景
も
楽
し
め
、

日
本
で
最
も
深
い
湾
の
駿
河
湾

で
は
、
桜
エ
ビ
や
マ
グ
ロ
、
カ

ツ
オ
な
ど
こ
の
地
な
ら
で
は
の

海
の
幸
も
豊
富
に
獲
れ
ま
す
の

で
、
美
味
し
い
食
事
も
満
喫
い

た
だ
け
ま
す
。

---

今
年
は
大
河
ド
ラ
マ
で
徳

川
家
康
が
脚
光
を
浴
び
て
ま
す

が
、
徳
川
家
康
公
に
因
ん
だ
観

光
地
が
あ
れ
ば
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

　

久
能
山
東
照
宮
は
全
国
に

点
在
す
る
東
照
宮
の
発
祥
の

地
と
さ
れ
て
お
り
、
社
殿
は

２
０
１
０
年
に
国
宝
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
家
康
公
の
遺
言
で
久

能
山
に
遺
体
が
埋
葬
さ
れ
、
家

康
公
を
祀
る
神
社
と
し
て
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
久
能
山
東
照
宮

博
物
館
に
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
か

ら
家
康
公
へ
贈
ら
れ
た
洋
時
計

を
は
じ
め
、
将
軍
時
代
の
武
器

や
武
具
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
１
５
９
段
の
石
段
を
登

り
、
振
り
返
る
と
駿
河
湾
の
絶

景
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、﹁
完

成
し
て
し
ま
う
と
崩
壊
が
始
ま

る
﹂
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
わ

ざ
と
柱
を
反
対
に
建
て
て
不
完

全
な
箇
所
を
残
し
﹁
永
遠
に
未

完
成
﹂
を
表
現
し
て
い
る
場
所

が
あ
り
、
そ
の
部
分
を
探
す
の

も
お
勧
め
で
す
。

---

子
供
連
れ
で
、
お
勧
め
の

観
光
地
は
あ
り
ま
す
か
？

　

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
一
部
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

︵
エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー
ム
プ
ラ

ザ
内
︶
静
岡
市
清
水
区　

焼
津

か
ら
約
50
分
。
ド
リ
ー
ム
プ
ラ

ザ
内
に
は
寿
司
横
丁
や
広
々
し

た
土
産
店
が
並
び
ま
す
。

②
大
井
川
鐡
道
︵
Ｓ
Ｌ
︶
〜
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｅ 

Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ

Ａ　

島
田
市　

焼
津
か
ら
約
30

分
。
新
金
谷
駅
か
ら
家
山
駅
ま

で
の
区
間
で
ト
ー
マ
ス
も
走
り

ま
す
。
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｅ　

Ｏ
Ｏ

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
は
２
０
２
０
年
に

開
業
し
た
体
験
型
フ
ー
ド
パ
ー

ク
で
、
マ
ル
シ
ェ
、
キ
ッ
ズ
、

カ
フ
ェ
の
３
エ
リ
ア
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

③
日
本
平
動
物
園　

静
岡
市
駿

河
区　

焼
津
か
ら
約
40
分
。
開

園
か
ら
50
年
を
超
え
る
動
物
園

で
、
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
や
ホ
ッ

キ
ョ
ク
グ
マ
が
人
気
で
す
。

④
静
岡
科
学
館
る
・
く
・
る　

静
岡
市
葵
区　

焼
津
か
ら
約
30

分
。

⑤
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
焼

津　

焼
津
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
か

ら
約
15
分
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

が
あ
り
ま
す
。

⑥
こ
っ
こ
庵
︵
株
式
会
社
ミ
ホ

ミ
︶　

静
岡
市
駿
河
区　

静
岡

の
定
番
土
産
こ
っ
こ
の
工
場
見

学
で
す
。

⑦
寸
又
峡
夢
の
吊
橋　

川
根
本

町　

焼
津
か
ら
約
２
時
間
。

⑧
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

Ｉ
Ｎ 

た
ま
る
や

店
︵
株
式
会
社
田
丸
屋
本
店
︶　

無
料
で
工
場
見
学
が
で
き
、
わ

さ
び
の
辛
さ
を
体
感
で
き
る
辛

味
体
験
ゾ
ー
ン
が
人
気
。
お
土

産
と
わ
さ
び
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

や
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
購
入
で

き
る
店
舗
も
有
り
。

---

静
岡
は
﹁
ホ
ビ
ー
の
聖
地
﹂

と
し
て
も
有
名
で
す
ね
。

　

静
岡
は
、
プ
ラ
モ
デ
ル
出
荷

数
が
日
本
一
で
す
。
タ
ミ
ヤ
、

ハ
セ
ガ
ワ
、
バ
ン
ダ
イ
の
工
場

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
５
月
に
は

ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、

世
界
中
の
模
型
フ
ァ
ン
が
や
っ

て
き
ま
す
。
静
岡
が
プ
ラ
モ
デ

ル
王
国
に
な
っ
た
背
景
は
、
江

戸
時
代
に
久
能
山
東
照
宮
や
静

岡
浅
間
神
社
を
建
造
す
る
際
、

全
国
か
ら
家
康
公
の
命
で
凄
腕

の
職
人
が
集
め
ら
れ
、
静
岡
に

移
り
住
ん
だ
よ
う
で
す
。
今
も

伝
統
工
芸
と
し
て
、
駿
河
竹
千

筋
細
工
や
伝
統
的
な
木
工
品
、

漆
塗
り
な
ど
の
技
術
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
職
人
た
ち
が
培

っ
た
技
術
が
、
近
代
に
な
り
応

用
さ
れ
て
、
模
型
の
金
型
制
作

や
成
型
技
術
に
活
か
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
工
芸
の
体
験
施
設
と
し

て
、
匠
宿
︵
た
く
み
し
ゅ
く
︶

も
お
勧
め
で
す
。
焼
津
か
ら
車

で
約
20
分
。
こ
こ
で
は
伝
統
工

芸
を
自
分
で
制
作
で
き
ま
す
。

工
芸
品
の
販
売
も
し
て
お
り
日

本
ら
し
い
お
土
産
が
買
え
ま

す
。
因
み
に
、
当
社
の
中
島
屋

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
新
客
室
に

は
、
職
人
が
作
っ
た
装
飾
品
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
匠
宿
は
東

海
道
宿
場
町
の
一
つ
、丸
子︵
ま

り
こ
︶
に
あ
り
ま
す
。
丸
子
は

と
ろ
ろ
汁
が
有
名
で
、
４
０
０

年
近
く
営
業
し
て
い
る
丁
子
屋

と
い
う
お
店
も
あ
り
ま
す
。

　

バ
ン
ダ
イ
・
ホ
ビ
ー
セ
ン
タ

ー
で
は
、
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム

シ
リ
ー
ズ
の
プ
ラ
モ
デ
ル
︵
通

称
：
ガ
ン
プ
ラ
︶
を
製
造
し
て

い
ま
す
。
根
強
い
人
気
を
誇
る

ガ
ン
プ
ラ
の
聖
地
と
し
て
工
場

見
学
に
訪
れ
る
方
も
多
い
で

す
。︵
＊
注
・
工
場
見
学
は
直

接
バ
ン
ダ
イ
に
要
確
認
︶ま
た
、

静
岡
市
内
に
は
プ
ラ
モ
デ
ル
を

模
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、
郵

便
ポ
ス
ト
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

---

静
岡
に
来
た
ら
是
非
食
べ

て
欲
し
い
グ
ル
メ
は
？

　

定
番
は
海
の
幸
で
す
。
鮪
丼

専
門
店
清
水
港
み
な
み
が
有

名
。
静
岡
駅
南
口
す
ぐ
で
、
新

幹
線
の
車
内
か
ら
も
行
列
が
見

え
る
ほ
ど
の
人
気
店
で
す
。
新

鮮
な
魚
が
な
く
な
り
次
第
営
業

終
了
。
お
勧
め
は
マ
グ
ロ
、
カ

ツ
オ
、
由
比
の
桜
エ
ビ
、
用
宗

の
し
ら
す
な
ど
で
す
。
ま
た
、

炭
焼
き
ハ
ン
バ
ー
グ
さ
わ
や
か

も
お
勧
め
し
ま
す
。
炭
焼
き
ハ

ン
バ
ー
グ
は
、
静
岡
の
ロ
ー
カ

ル
フ
ー
ド
で
全
国
的
に
も
有
名

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

---

最
後
に
、
お
勧
め
の
静
岡

土
産
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ｎ
Ｙ
に
持
ち
帰
り
可
能
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
人
気
の
お
土

産
を
列
挙
し
ま
す
。
海
産
物
・

黒
は
ん
ぺ
ん
・
静
岡
茶
・
安
倍

川
餅
・
こ
っ
こ
・
わ
さ
び
漬
け
・

静
岡
お
で
ん
・
ミ
ニ
四
駆
や
ガ

ン
プ
ラ
・
伝
統
工
芸
品
な
ど
で

す
。
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夏
休
み
に
家
族
三
世
代
で
楽
し
む
旅

静
岡
が
絶
対
に
お
ス
ス
メ
！
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全
日
本
趣
味
起
業
協
会
︵
戸

田
充
広
代
表
理
事
︶
が
、
６

月
６
日
︵
火
︶
と
７
日
︵
水
︶

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
天
理
文

化
協
会
︵
西
13
丁
目
43
番
地

Ａ)

で
、
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ー

ト
＆
ク
ラ
フ
ト
・
イ
ン
・
Ｎ
Ｙ 

２
０
２
３
﹂
展
を
開
催
す
る
。

同
会
は
、
﹁
好
き
な
こ
と
を
仕

事
に
し
て
い
る
人
は
人
生
ま
る

ご
と
輝
い
て
い
る
﹂
と
い
う
理

念
の
も
と
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
人
が
﹁
趣
味
﹂
﹁
特
技
﹂
﹁
好

き
な
こ
と
﹂
を
活
か
し
た
起

業
・
副
業
を
実
践
し
て
い
く
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
団
体
だ
。

　

戸
田
代
表
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
15
年
間

に
約
５
０
０
人
以
上
の
趣
味
起

業
家
を
育
て
、
全
国
で
の
セ
ミ

ナ
ー
、
講
演
活
動
の
ほ
か
、
数
々

の
講
座
で
趣
味
起
業
家
を
育
て

続
け
て
い
る
。
著
書
に
﹃
の
ん

び
り
副
業
﹄
﹃
趣
味
起
業
の
教

科
書
﹄﹃
副
業
図
鑑
﹄
ほ
か
12
冊
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
同
協
会

に
所
属
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

工
芸
家
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
家

ら
が
作
品
を
提
出
し
て
、
壁
吊

り
下
げ
展
示
作
品
20
点
、
卓
上

展
示
作
品
23
点
、
合
計
43
点
を

展
示
す
る
。
初
日
６
日
午
後
７

時
か
ら
戸
田
代
表
が
﹁
好
き
な

こ
と
で
起
業
す
る
コ
ツ
﹂
と
題

し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
う
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
６
日
午
後
６

時
か
ら
８
時
ま
で
。参
加
無
料
、

予
約
不
要
。
戸
田
代
表
に
好
き

な
こ
と
で
起
業
し
て
成
功
す
る

た
め
の
秘
訣
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

本
紙　

今
回
は
日
本
か
ら
43

人
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

作
家
の
皆
さ
ん
の
期
待
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

戸
田　

皆
さ
ん
テ
ン
シ
ョ
ン

上
が
っ
て
ま
す
。
２
０
２
０
年

に
開
催
予
定
だ
っ
た
の
が
コ
ロ

ナ
禍
で
延
期
と
な
り
、
や
っ
と

の
思
い
。
今
回
は
全
員
が
作
品

だ
け
の
参
加
で
、
私
が
皆
さ
ん

の
作
品
を
運
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
紙　

日
本
で
副
業
に
対
す

る
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

　

戸
田　

は
い
。
国
が
主
導

で
、
副
業
を
認
め
て
い
る
の
で

大
企
業
を
中
心
に
副
業
奨
励
ム

ー
ド
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の

と
こ
ろ
条
件
付
き
だ
っ
た
り
、

周
り
の
空
気
が
許
さ
な
い
な

ど
、
あ
ま
り
以
前
と
変
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
実
感
で
す
。
趣

味
を
き
っ
か
け
に
副
業
を
始
め

る
の
は
、
全
く
経
験
の
な
い
こ

と
を
始
め
る
よ
り
ハ
ー
ド
ル
は

か
な
り
下
が
り
ま
す
。
最
初
は

お
小
遣
い
に
な
っ
て
、
次
第
に

収
入
の
柱
を
太
く
し
て
い
く
。

今
回
の
展
示
は
、
絵
画
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
小
物
を
中
心
と
し

た
ア
ー
ト
作
品
展
で
す
。
参
加

者
の
年
齢
は
40
代
か
ら
50
代
が

中
心
で
、
女
性
が
９
割
。
副
業

に
対
す
る
男
女
の
違
い
が
鮮
明

で
す
。
男
性
は
、
ま
ず
お
金
を

稼
ぎ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大

き
く
、
稼
い
だ
お
金
で
好
き
な

趣
味
を
楽
し
み
た
い
と
考
え
ま

す
。
女
性
は
、
お
金
も
欲
し
い

け
ど
自
分
も
輝
き
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
て
、
趣
味
を
生
か

し
て
、
で
き
れ
ば
お
金
も
儲
け

た
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

　

本
紙　

趣
味
を
副
業
に
す
る

上
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
何
で

す
か
。

　

戸
田　

ど
れ
だ
け
本
人
が
楽

し
ん
で
や
っ
て
い
る
か
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
楽
し
め
な
く
な

っ
て
い
る
と
、
お
金
を
稼
ぐ
た

め
に
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
で
す
か
ら
、
た
だ
そ
こ
も

含
め
て
楽
し
め
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
。
し
ん
ど
さ
が
先
に

立
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
が
伝

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
お
客
さ
ん

が
寄
っ
て
来
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
本
人
も
楽
し
い
方
が
続
き

ま
す
し
、
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が

り
ま
す
。　

　

本
紙　

日
本
人
の
働
き
方
に

対
す
る
意
識
に
変
化
が
あ
り
ま

す
か
。

　

戸
田　

一
部
の
人
は
気
づ
い

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、

今
ま
で
会
社
に
通
勤
し
て
い
た

の
が
、
自
宅
に
い
る
よ
う
に
な

っ
て
、
時
間
を
結
構
自
由
に
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の

も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
多
く

の
人
と
繋
が
れ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
働
き
方
が
変
わ
っ
た

こ
と
で
労
働
に
対
す
る
意
識
も

変
化
し
た
人
が
多
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
っ
て
、
趣
味
の
世
界

を
大
勢
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

る
機
会
が
広
が
っ
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
だ
と
ど
ん
な
マ
イ
ナ
ー
な

趣
味
で
も
世
界
中
の
人
と
繋
が

れ
て
し
ま
う
の
で
、
ニ
ッ
チ
な

趣
味
で
も
副
業
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
え
ば
い
い
ん
で

す
。 

苦
手
な
も
の
を
や
ろ
う

と
す
る
と
、
楽
し
く
な
く
な
る

の
で
、
苦
手
を
克
服
し
な
く
て

い
い
。
合
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

選
べ
ば
い
い
ん
で
す
。

　

本
紙　

副
業
に
向
い
て
い
る

趣
味
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

　

戸
田　

基
本
的
に
ど
ん
な
趣

味
で
も
マ
ネ
タ
ラ
イ
ズ
で
き
る

と
思
っ
て
ま
す
。趣
味
の
中
身
、

深
さ
に
よ
っ
て
稼
げ
る
額
の
大

小
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
一
緒
に

そ
の
趣
味
だ
っ
た
ら
ど
う
や
っ

て
稼
い
で
い
け
る
か
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

本
紙　

５
０
０
人
の
人
に
副

業
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
ま

す
が
、
ど
ん
な
副
業
が
多
い
で

す
か
。

　

戸
田　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ

フ
ト
、
占
い
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
な
ど
が
多
い
で
す
ね

　

本
紙　

戸
田
さ
ん
ご
自
身
の

趣
味
は
何
で
す
か
。

　

戸
田　

私
は
絵
を
描
く
の
が

趣
味
な
ん
で
す
。
旅
行
会
社
勤

務
を
経
て
輸
入
雑
貨
商
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
始
め
た
の
で
す
が
、
半

年
で
潰
れ
て
、
借
金
を
返
済
す

る
た
め
に
４
年
間
転
職
を
繰
り

返
し
て
ひ
た
す
ら
働
い
て
い
る

時
に
、
メ
キ
シ
コ
滞
在
の
経
験

を
生
か
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
の
語

学
教
材
を
工
夫
し
て
開
発
し
た

ら
そ
れ
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
売
れ

て
ヒ
ッ
ト
し
た
ん
で
す
。
そ
う

し
た
ら
、
次
々
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
欲
し
い
と
い
ろ
ん
な
人
が
相

談
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
起

業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
起

業
し
た
訳
で
す
。

　

本
紙　

日
本
は
少
子
高
齢
化

の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
定
年
後
の
人
生
は
長
い
で

す
が
、
趣
味
で
起
業
で
き
た
副

業
が
、
定
年
後
の
本
業
に
な
る

こ
と
も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

　

戸
田　

は
い
。
定
年
後
の
人

生
の
第
二
の
ス
テ
ー
ジ
を
日
本

中
ど
こ
に
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
世
界
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
で

き
る
時
代
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は

嬉
し
く
な
い
こ
と
で
す
が
、
一

般
の
人
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
世
界
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
が
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
働
き
方
に
画
期

的
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
趣
味

を
見
せ
て
、
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
ど
ん
ど
ん
世
界
に
発
信
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

本
紙　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

趣味で起業しませんか
成
功
の
秘
訣
は
﹁
好
き
な
こ
と
を
楽
し
む
﹂

（社）全日本趣味起業協会
代表理事

戸田 充広さん




